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画審方ASU-NET第24固つどい
2016年3月 16日・エル大阪

未来を切り聞く連諸
~若者たちの運動か5学びおう

〈登壇者〉

POSSE、ブラックバイトユニオン坂倉昇平さん

関西学生アルバイトユニオン北村諒さん

地場労組おおさか青年部北出茂さん

SEALDs関西寺田ともかさん

SADL 中村研さん

ANTS 磁田圭介さん

AEQUITAS京都橋口昌治さん

〈司会〉清水亮宏弁謹士・岩城稽弁護士

〈主催者挨拶〉森岡孝二

く開会あいさつ〉

清水みなさん、こんばんは。本日はお忙しいところ、ご

参加し1ただきましでありがとうございます。ただいまか5

NPO法人働き方ASU-NETの第24固つどい『未来を切

り聞く連帯~若者たちと学びあうjを開会し1たします。本

目、司会をつとめさせていただきま言弁護士の清水亮宏と

申します。本日Id:どうぞよろしくお願いし1たします。そ

れでは開会にあたりまして、主催者を代表いたしまして、

rNPO法人働き方ASU-NETJ代表理事の森岡孝二より、

開会のご挨拶をさせていただきます。森岡さん、よろしく

お願いし1たします。

森聞 こんばんは。年度末のご多用なところ、かくも多数

ご参集し1ただきまして、大変ありがとうございます。私は

今日、午後1時か53時まで東京で、過労死防止法に関

連した厚労省の委託調査のまとめ作業があって、そ乙の会

議に出席して、とんぼ返りで乙乙に駆けつげました。歴史

の上で、とんぼ返りとは言いませんが、先祖返りという言

葉があります。乙れが時代逆行ということもよく言われま

す。今、日本の様々な面でそういうことが起きている。戦

争法案といわれる安保関連法案。乙れId:結局、政治・軍事・

憲政、いろんな面における戦前回帰でありまして、我々、

ある面では戦前に立っていると。戦争責任という言葉があ

りますが、戦前責任と、それを本当に戦争にさせるか、さ

せないかという責任が間われる、そういう時代であります。

私は雇用の問題をすっと勉強して参りましたが、雇用でも

似たようなことがありましてね、岩漉新書になっています

が、 f雇用身分社会Jという本で、日本の雇用がある面で

『女工哀史jの時代、あの本が出たのId:1925年なんですが、

そういう時代に近い。特にブラック企業の源流を遡ってい

くと、そこに行き着くというようなことを書きました。ま

だ、しっかり戦前体制に戻っているわけじゃなくて、いつ

でも止め5れるという状況でありま宮が、我々は止めるた

めに声を上げる、と。それで、この宣伝も兼ねて、乙の後

書きに書いたことを、ここで少し読まさせていただきます。

『最後に場違いを承知で言い添えたいことがある。私は

2014年1月に関西大学経済学部で行った最終講義のおわ

りに、過労死防止法の制定や、ブラック企業批判の高まD

や、反原発運動の盛り上がりの例を挙げて、人びとが声を

上げる乙との大切さを訴えた。 15年の夏l志、『安全保障関

連法案Jという名の戦争法案に対して学生や若者や母親が

街頭に出て反対の声を上げるこユースに援宮ることが多く

なった。これには長年の教員生活において出逢ったことの

ない大きな変化を感じる。願わくば戦前回帰の雇用・労働

改革についても、もっと関心と疑問が広がり、まともな雇

用の実現を求める声が高まってほしいものである。 2015

年9月17日 戦争法案廃案の声を聞きなが5.1

つい先だって、 2月28日に放送された NHKのクロー

パリー・ディベート・ウィズダムという番組があって、ど

うや5最終目だったらしいんで曹が、そこでも最後に番が

回ってきて、ひと乙と、という乙とで言ったのは、世の中

の勤きを考えて、これを変えるのId:一番当事者である人々 、

とりわけ若者で、今、日本では 18歳か5参政権があって、

選挙で有権者として政治選択できると。であればあるほど、

大きな声を上げて欲しし可、と。今日はこういう顔ぶれで団

体が集って、若い人の声を直に聞けるというので、またと

ない機会だと思います。私も皆さんとともに、楽しみにし

て参加し1たしました。今日はよろしくお願いし1たします。

(拍手)

清水森岡さん、ありがとうございました。本日の第1

部は、それぞれの分野で奮圏されている青年のみなさん

によるリレートークです。 7つの団体か5、代表してお越

しいただいておりますので、順番にお話をしていただき

たいと思います。ここでは、ます、主に労働問題に取り

組んでいる3つの団体か5報告をさせていただきまして、

その後に平和・民主主義の問題に取り組んでいる団体か

5報告をさせていただきます。それではます、 NPO法人

POSSEの坂倉昇平さん、よろしくお願いします。

く第1部告団体か5の発言〉

坂倉昇平 (POSSE・ブラックバイトユニオン)

みなさん、こんにちl志。私l志NPO法人POSSEと、あと、

現在、ブラックバイトユニオジという学生のアルバイト問

題に取り組む労働組合をやっております坂倉と申します。

ふたつの団体についてと紹介させていただきたいと思いま

す。
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非正規問題からスタート

NPO法人 POSSEという団体を作りましたのは 2006

年で、ちょうど今年で 10周年になります。私も立ち上げ

メンバーで関わっているんですけれども、当時2005年か

ら2006年頃に、フリーターとか二一卜問題と呼ばれるよ

うな、若者の非正規雇用の問題が話題になっていたんです

ね。そこで、ちょうど若者の労働問題が初めて社会的に話

題になった時期だったわけです。そのころは、悪いのは若

者である、と。正社員になれないような若者が増えている

のであって、若者が劣化していることが問題なんだという、

まるで逆の問題設定の言説が非常にまかり通っていまし

た。そういう中で、非正規の若者たちが、非常に劣悪な条

件で働いていると。彼5をちゃんとサポー卜していくよう

な団体が必要であるということで、私たちはこの NPOを

立ち上げました。

なぜ NPOという形で立ち上げたのかというと、やはり

若者が労働問題、労働相談といったときに、いろんな専門

家や機関がいるわけですね。労働基準監督署、労働組合と

いろいろあるわけですけれども、なかなか最初は話しづ5

Uと。であれば、八一ドルを下げて、相談しやすいような

形を作りたいということで、 NPOという形で始めました。

正社員とブラック企業問題

ところが、非正規の若者の問題に取り組むということで

始めた POSSEだったんですけれども、 2010年ごろか5

ちょっと変化が訪れます。正社員の方の相談が唱えるよう

になったんですね。従来、若者であっても正社員であれば、

一生雇われるんじゃないか、終身雇用なんじゃないか、年

功賃金なんじゃないのかと思われていたわけなんですけれ

ども、実は働き始めて 1年や2年で解雇になってしまっ

たりとか、あるい(d;長時間労働やパワハラで、身体やメン

タルがボロボロになって使いつぶされてしまうという相談

が摺えてきたんです。その中で、相談に来る方の中でも、「う

ちはブラック企業なんですかねJという言葉を受けるよう

になってきたんですね。こういった新卒で働き始めたばか

りの正社員が使いつぶされてしまう問題、ブラック企業の

問題が2010年ごろか5深刻化してきたということが、私

たちの相談の中か5もはっきりしてきたんです。

こういう中で、だいたい2011年、 12年ごろから、年

間1，000件の相談を受けるようになっています。私たちは、

単にひとつひとつの相談に対応するだけじゃなくて、その

個別の相談から、できるだけ社会的に発信して、これが社

会問題なんだということを伝えていくことが必要だという

ことを、常に心がけて取D組んできました。ひとつは「ブ

ラック企業問題jというのは、単に悪口とか、若者の言葉

ではなくて、本当に社会問題なんだということを発信して

いく必要があるということで、様々なメディアですとか、

あるいはうちの代表は今野晴貴という者なんですが、彼が

文春新書かSrブラック企業Jという本を書いて、ベスト

セラーになったんですけれども、そういう形でブラック企

業というのは社会問題として、政策課題として発信してい

くということを常にやってまいりました。

ちなみにその取り組みのひとつとして、私たちの NPO

として雑誌も出しておりまして、これ、 2008年か5出し

ているんですけれども、実は私が編集長をやっております。

フーラックバイト問題とユニオンの立ち上げ

乙ういったブラック企業問題にちょっと取り組みまし

て、 2012年、 2013年には流行語大賞なんかもいただい

たんですけれども、そうやってプ、ラック企業が話題になっ

ていく中で、もうひとつ新たな問題が出てきました。学生

のブラックバイト問題です。ブラック企業は正社員の若者

が使いつぶされてしまうという問題でしたけれども、学生

のアルバイトまでもが、学生であるにも関わ5す、学業と

か学生生活、就活とか、そうし1ったものにまったく配慮さ

れすに、非常に過重な仕事や責任を負わされて使いつぶ

されてしまうという問題が多発するようになってきたん

ですね。で、これはヤパいということで、私たちとして

も、単に l¥(PO法人 POSSEだけではなくて、ブラック

パイトに取り組む団体を作ろうということで、ブラックバ

イトユニオンという労働組合を 2014年の8月に立ち上

げました。こちS(d;労働組合ということで、もともと僕ら

lまれIPOという形で始めたんで言けれども、これからはむ

しろ、学生や若者が自分たちで、当事者が声を上げていく

ことが必要だと。しかも労働組合というもの自体のイメー

ジももっと刷新していく必要があるだろうということで、

NPOを初めて8年目に、私たち自身が労働組合を作るに

至ったということです。

とはいえ、最初はなかなか相談は来なかったですね。月

10件とか20件ぐ5しY!J'な。けれども、その後、いろい

ろ話題にしていただけるようになって、今、月 150件ぐ

らいの相談が来ていまして、 2015年だげでも 1，500件ほ

どの相談が来ています。

相談内容としては、アルバイトを辞め5れないとか、休

めないとか、あるいはお給料がちゃんと払われないとかっ

ていう相談が非常に多いです。例えば来月テストがあり勉

強しないといけないのでシフトを減らしたいんだけども減

5しても5えないとか、あるいは辞めようと思っても、庖

長にfお前辞めるのか、無責任だなjとかf自分勝手だろうJ

と責められてしまって、実際仕事も多いので辞め5れなく

なってしまうというケースなんかが非常に多かったです。

私たちがそのブラックバイト問題にどうやって取り組むの

かというと、労働組合なので、主に団体交渉をしています。

ただ、単に団体交渉をするだけでは面白くない、それをもっ

と大きな闘いにしたい、というのが、私たちが心がけてい

ることです。具体的にはその相談に来5れた方のサポート

というだけではなく、会社全体とか、あるいは業界全体に

改善を広げていくという取り組みをやっています。

労働協約締結のたたかU

ひとつは、具体的なお話をしたほうがわかりやすいかな

と思うんですけれども、埼玉県でサンクスというコンビニ

で働いていた高校3年生の学生からの相談で、そのサン

au 
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クスでは 15分単位で給料が払われていて、 1分単位で払

われていなし1と。それで未払分がかなり発生しているとい

う問題があったんです。この高校生の方は、たまたま僕ら

が労働法教育でその高校生の方の高校に授業に行って、そ

こでこういったアルバイトユニオンをやってますよという

話をしたと乙ろ、ぜひやりたいです、じゃあ、やろうとい

うことになったんです。で、早速そのサンクスで団体交渉

したんですが、その高校3年生の方と、あと高校の先生

も一緒に団体交渉するという、労働組合としてはかなり珍

しいパターンなのかなと思いますけれども、生徒と先生が

一緒に団体交渉をするという形でやりました。その中で、

先生だって労働法とかあまり知5ない方も結構多いんです

が、結構説得力あってですね、 f乙んなひどい働き方をさ

せて、あなたは大人として恥すかしし1Jとか言って、むし

ろ居長を説教するみたいな形で、団体交渉が説教の場に

なってしまう、そんな形でやったわけです。単にこれは、

高校生が立ち上がったということだけではなくて、できる

だけその成果を広げたいということで、これは彼だけの問

題ではなくて、その職場で働いていた他の人たち、アルバ

イト、正社員全体が、やっぱりいろんな被害にあっている。

15分単位で賃金が払われていなし1、ということで、これ

を全部改善してほしいということを会社に対して強く働き

かけました。で、いろいろやった結果、最終的に1分単位、

乙れは労働基準法通りなんで当たり前なんですけれども、

1分単位で賃金を払うということを、労働協約にして、 1

固職場を改善するという形を実現させました。それだけで

はなくて、過去2年分遡って、従業員70人に対して500

万円分給料を払うということまでさせまして、ひとりの

高校3年生が闘っただけで、アルバイトや正社員全体の、

会社全体の労働条件を改善することができるということを

実例として作りまして、それをちょうど昨日、記者会見で

発表して、高校生でも立ち上がれるんだ、ということを広

げて、そういったモデルを示してました。

業界別ユニオンの結成

それだけではなくて、やはりブラック企業、ブラックバ

イト問題と言ったときに、業界全体に問題点が多いんです

ね。仮に 1社だけ変わったとしても、労働条件を良くす

ることによって競争力か落ちて、そこがつぶれてしまうと

いうことになってしまったら問題です。そこで、業界全体

をターゲットにする必要があるだろうという乙とで、去年、

6月に『個別指導塾ユニオンjという塾のユニオンを作り

ました。ブラックバイトユニオジには毎月 150件ぐ5い

の相談が来るわけですけれども、うち、 3割ぐらいが個別

指導塾、塾なんですね。で、塾にあまりに集中しているので、

乙の塾を改善する必要があるということで、塾のユニオン

を立ち上げて、塾の中でも最大手とます闘おうということ

で、個別指導塾の最大手である明光義塾という塾と団体交

渉をしてきました。ちょうどそこから相談が来たので、大

学1年生、 5年間・?働いている学生さんたちで相談に来

ました。そ乙では彼lまベテランで、もう本当に会社のいろ

んなことを知ってるわけなんですけと.も、指導の時間分し

か賃金が払われない。それでみんな苦しんでいると。さら

には生徒が、僕もこの塾で働きたいとかし1うふうに言い出

してる。自分は講師として、確かに子どもがそう思ってく

れるのは嬉しし1けれども、自分が5年間働いてきたこの

職場でその生徒を働かせることはできない、こんな違法状

態がまかり通るような職場で働かせる乙とはできないんだ

ということで、だったら、じゃあもう改善するしかないと

いうことで彼は立ち上がってくれたんですね。団体交渉を

すっとやりまして、しかも、明光義塾ってフランチヤイス‘

で500社ぐ5いあるんですけれども、その1社だったに

もかかわ5す、そのフランチャイズの会社と本社と両方に

団体交渉を申レ入れて、2社同時に団体交渉をやりまして、

最終的にどちらも改善させて、授業時間以外の賃金も払わ

れるという形にして、約2年分の賃金も払わせる。これ

も全従業員に対して。で、明光のその本部のほうは、今年

の1月に 4億5千万円を従業員に払って、うちには1円

も払われてないですけど、改善をさせました。

こうし1った形で、高校生や大学生が、労働組合という形

で自分自身が立ち上がって、それを私たちがサポートし、

正社員・非正規を含めた会社全体、あるいは業界全体、明

光義塾は業界最大手なんで、そこが変わった乙とによって、

他の会社にもかなり影響力があって、明光が変わったか5

うちも変わ5なきゃますい、みたいなことが、今、実は業

界全体に広がりつつあるんですね。そういった形で、その

会社だけじゃなく、ブラック企業、ブラックバイトの業界

全体を改善するような試みを、私たちとしてはやっており

ます。

お話し足りないところはたくさんあるんですけども、も

う時聞が来てしまいましたので、また後半のディスカツ

シヨンで話させていただければと思います。(拍手)

北村諒(関西学生アルバイトユニオン)

関西学生アルバイトユニオジで事務局次長をやっており

ます北村です。関西大学の4回生、もう 19日で卒業で、

22日からは楽しい就職生活が待っております。

僕たちの団体は2015年の2月21日に結成しました。

現在、組合員数はだし1たい30人ぐ5いで、ほとんどが大

学生です。大阪と京都を中心にした学生が結構集まってい

るというような感じで活動しております。

作った理由をお話させていただこうかなと思うんですけれ

ども、一応2つぐらいあります。 1つは、作ろうと言い出

した前共同代表が2人ともブラックバイトで働いていた

ということですね。聞大で僕の同級生のワタナベくんとい

う子と市大のヒイラギさんという人がやってたんですけれ

ども、ワタナベくんは、弁当の宅配のバイトをやってて、

原付で 60キロで飛ばして弁当を宅配しろと言われたりと

か一一皆さん、間違えないで下さいね、 30キロまでです

から一一、 2年前でなぜか大阪で最賃以下の750円ぐ5

いで働いてたり、みたいなことがあったり、有給がなかっ
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たりというようなことをやっていたと。で、ヒイラギさん

のほうも、塾のバイトですっと働いていたんだけども、先

ほどの坂倉さんの話にもあったように授業分しか給料が出

ないという上に、何か突然、即日解雇された乙とがあった

ということですね。自分たちがバイトをしているという

きっかけか5ユニオンを始めたということが1つ目にあ

ります。

もうひとつl志、今回、関西学生アルバイトユニオンに集

まっているメンバーは、年末年始とかに大阪の釜ヶ崎で野

宿者支援のボランティアに参加していたメンバーで、そう

いう活動をしているうちに、最初はたぶん、こういう状況

がおかしし可じゃないかとか、困ってる人を助けたいという

ことがあったと思うんですけど、そ乙から、これ、失業と

か働き方の問題って自分たちでも一緒じゃないかというよ

うなことを思い始めて、で、そういう中で、ちょうど去年

とか、最近、ブラック企業だったりブラックバイトという

ことが問題になっているということで、やっぱり学生が相

談しやすいのは学生だろうというふうに思い至りまして、

結成をしたということですね。まだまだユニオン2年生で、

ブラックパイトユニオジさんとかと比べたら相談もまだ少

なくて、 1ヶ月に 10件もあるかないかぐ5いなんですけ

れども、そういうふうにしてやっております。

目的というか、関西学生アルバイトユニオンが、どうい

うところを大事にしているのかという乙となんですけれど

も、一応、スローガンというか、モットーというか、 f耐

える強さを変える力lこjという乙とを言っていま言。結成

時の目標1(1;、『学生が気軽に相談でき、自らの問題解決を

通じて、社会をよりよいものに変えていく』という乙とを

目指しています。いろんな相談が来ま言。特lこf辞めたいJ
という相識がやっぱり非常に多いんですけれども、そうし1

う中で、なんでこんなことになってるんだろう、というこ

とを一緒に考える、あるい1(1;私たちが普段、いろんな相談

だったりということに直面した上で、なんでブラックバイ

トが増えてんだ、と、どうしてこういうことになってるの

かということを伝えた上で、一緒に考えていく乙とを目指

じているわけです。とりわけ、うちのメンバーはほぼ大学

生でZすので、やっぱり学内でそういう声をちゃんと広げて

いくということが重要なのではなし11J'なというふうに思っ

ていま言。

今、大学の中というのl芯非常に自由がきかないというか、

たとえば立て看が出せないだとか、ピラが自分たちでまけ

ないだとかし、うようなことがあるんですけれども、学生が

学ぶということは、単純に就職のためとかし1うわけではな

くて、筈えが無いものを、自分たちで調べて、聞いをたて

るところか5スタートして考えていくということ、それを

突き詰めていけば、社会をよりよくしていく考え方だった

り動きということにつながっていくと考えているんですけ

れども、そういう乙とができない状況に、バイトや奨学金

の問題がしてしまっている。余識でZすけれど、僕も奨学金

を借りていまして、今年の8月か5月12万、乙の固まで

借りていたんで途中でやめたんです廿ど、 500万ぐ6lλ

返すんですけども、っていうようなことがあるということ

で、非常にとにもかくにも学べない環境というのがやっぱ

りあるということです。

それで、働くこと、学ぶ乙とということを、ちゃんと自

分たちで聞い直そうと、学ぶということはさっき言ったと

おり、みんなで考えていくものだろうと。働くことという

のも、今みたいにブラック企業や、それ以前でもすっと日

本で1(1;過労死という問題があったように、個別にバラバラ

にされて、ということではなく、ちゃんとみんなでつながっ

て、うんうん暗りながら考えたり、俺はこういうことがで

きるんだ、ということがちゃんと社会的に認め5れるとい

う、本当1(1;楽しし1ものでは怠いのかなというふうに考えて

いるわけです。

そういうことが、今の大学では、あるいは職場でもでき

ないと。であるな61ct、やっぱりひとりひとりがそういう

ことを考えていく、考えていける土壌になっていく必要が

あるのでl誌ないかと考えています。そういうことは非常に

難しし1というか、まだ実践できていなし1ことなんで言けれ

ども、去年、戦争法ということが非常に話題になりました

ね。後か5もたぶん話がいろいろ出てくるとは思うんでZす

けれども、そういう中で思ったのは、このままいくと、今、

ただしんどいもので終わっているというふうに言いました

けど、それカt更に、働くことも学ぶ乙とも戦争のためのも

のになっていくだろうというふうなことを非常に感じてい

ます。どれだけいい武器を作れるかとか、どれだけ戦争の

ために役立つ学聞ができるか、とかいうふうになっていく

ということですね。そういうふうにな5ないために、すご

くひとつひとつのことなのかもしれませんが、今、学生が、

うちも何人か相談に来てくれていますが、昨日ファミリー

マートとも団体交渉を行いましたけれども、そういう中で

声をあげてくれた学生の声を、ただかき消すようなことは

したくないわけで言。なぜな5僕たちが向き合っているの

は、ただかわいそうな学生というふうに描かれる人間像で

はなく、ひとりひとり考えて学んで、一緒に生きていくこ

とができる。つながっていげるというふうに感じるひとり

ひとりの学生です。学ぶに生きると書いて学生なので、そ

ういうふうな人たちとちゃんとつながりあって、どう9れ

ばよりよく生きていけるのか、働いていけるのかというこ

とを模索していける、そういったユニオンでありたいなと

考えております。またこの後ディス力ツシヨンもあると思

いますので、少し早いですけども、そち5のほうが面白し1

と思いま曹ので、早めに切り上げさせていただきます。あ

りがとうございました。(拍手)

北出茂(地域労組おおさか青年部〕

みなさん、こんにちは。地域労組おおさか青年部で書記

長を務めておりま宮北出と申じます。パネリスト団体の紹

介に概要が載っています。ここに書かれてあるとおり、結

成時期も古く、とりわl才西日本における個人加盟、 1人で
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も入れる労働組合の先駆けが私どもではないかと自負して

おります。

私|ま主に 20代、 30代の労働相談を担当してきました

が、時には 40代や 50代、そレて嘱託の 60代の方の労

働相談や団体交渉にも同席させていただくこともありまし

た。そういう意味では全世代の労働相談を担当して、異な

る世代ごとのそれぞれの異なる価値観や戸惑いを、まさに

目の当たりにしてきたということができます。かつての終

身雇用、年功序列という日本型雇用慣行を知っている世代

の方々の相談者がよく口にすることに、「職場が変わって

しまったJということがあげられます。いつからか会社が

変になってしまった、職場がおかしくなってしまった、働

き方が変わってしまった。正確に言えば、変わったのでは

なく変え5れてしまったんだと思うんです。そのタ一二ジ

グポイントというのは、いくつかあげられますけども、そ

の多くが人為的に行われたものであることは確かです。た

とえば2002年、カルロス・ゴーンが日産で日本では初め

ての大量Uストラを行いました。これは儲かっているのに

首を切るという、戦略的なものであり、しかも大量という

ことでは日本では初めてでした。リストラというのは見た

目の固定費が下がるため、多くの企業がこぞって模倣しま

した。でも、組織を支えてきた人が辞めて、穴埋めとなる

人材も育っていなし1分、仕事の効率I~悪くなる。その結果、

本質的な意昧では業績が上が5ない。またリストラを行う

悪循環に陥ったわけですね。リストラはきわめて違法な退

職強要に近い、不当な解雇に近いものになりました。毎日

反省文を書かせて、露骨に「君にやってもらう仕事は無いj

と転職を強要して、自分は無能だと思い込ませて、自己都

合退職をさせるという手法です。給料の高山管理職からリ

ストラしていって、あとは能力重視の成果型人事を導入し

ました。成果主義も個人ごとに数字をどれだけ生み出した

かが求め5れます。その自分の数字を守るために、ひとり

ひとりがタコツボに入ったようになってしまって、新入社

員にまで基本的なノウハウを教えなくなった。職場で隣に

座っていた人が、同僚ではなく敵になってしまった。パワ

八ラやメンタルヘルスの増大は成果主義によっていびつに

なった職場環境と無縁では無いと思います。その後、正社

員の採用枠自体が絞られて、人員の補充を賃金の安い非正

規労働者であてがうようになった。非正規雇用が増大した

のはあたりまえです。

さて、私は地域労組おおさか青年部で、主に 20代30

代の方の労働相談を担当してきました。いわば長期不況と

ともに、雇用の構造変化が直撃した世代がロスジェネと言

われた世代で言。私もその世代の当事者として、その流れ

に挑み、あ5がおうとしてきた人閣のひとりです。ではロ

スジエネ世代以降の青年労働者というのはどんな感じなの

かということなんですけども、私が本格的に労働相談を始

めたころは、まだ雇用のミスマッチ論や、今の若者は軟弱

だからすぐに会社を辞めるんだ、という論調が普通に幅を

きかせていました。しかし労働相談を受けていて感じたの

は、雇用の著しし1劣化、後にブラック企業問題として認知

されるに至つためちゃめちゃな働かせ方でした。彼らI~社

会人になった瞬間から、若年世代は社会人になった瞬間か

5新自由主義の波にさらされました。ですか5彼5彼女ら

は決して、会社が変になってしまった、とは言いませんで

した。

月給26万円と書かれていたのに、実際には 15万円だっ

た。詐欺のような求人に属されて、大学を卒業後、ブラッ

ク企業に新卒入社してしまった 20代の男性は、涙を浮か

べてこういいました。 fこれが世の中なんですねjって。

社会ではこういうのが当たり前なんですね。上手に就職で

きなかった自分が悪いんですね。ブラック企業労働者や非

正規労働者の不安定雇用や低賃金に関する労働相談を受け

ていて、将来に不安を抱えた日々がいかに彼5の心を苦し

めているかを、私は目の当たりにしてきました。彼51~心

を病み、そして自5の身体を傷つけていました。 10年以

上働いてきた会社を雇止めにされたある 30代の男性は、

自分の拳を壁に打ち付けて無念の怒りを表現していまし

た。夜のお庖で働いていた、ある 20代の女性は、食べて

は吐きを繰り返し、リストカットとオーバードーズ(注:

薬物の過剰摂取のこと)を繰り返していました。職場でパ

ワ八ラに遭ったある 20代の女性は、誰を責めることもな

く自分を責め続けていました。会社ではトイレにこもって

は泣き、自分の歯で自分の手の甲と足の膝を噛み続けてい

ました。強いストレスのため、噛み続け5れ歯形で傷つい

た手の甲は、内出血で真っ赤に染まっていました。

もちろん会社を非難する若者もいることにはいました。

しかし、私が見てきたものは、誰をも責めることなく自分

を責め続けている青年労働者の姿でした。社会ではこうい

うのが当たり前なんですね。学生時代は甘かったんですよ

ね。正規になれなかった自分が悪いんで雪よね。正規雇用

を希望しても非正規の職にしか就けないのが当たり前。職

を失うと、いつ次の仕事が決まるのかにおびえて、いつか

ホームレスになるかもしれないのが当たり前と、恐怖にお

びえる、いつ雇止めにあうかわからないのが当たり前、と。

でも、それって本当に当たり前のことなんだろうか、と。

労働相談を受けていると、非正規社員の低賃金でいつでも

都合のよい調整弁として、雇止めにされてる現実というの

を否応無しに実感せざるを得ませんでした。そして当事者

である彼5彼女5は、それを当たり前のこととして懸命に

受け入れようとしていました。ただ、僕は、彼5彼女5が、

唇をかみしめなが5声を震わせなが5語った当たり前が、

悔し涙とともに語った当たり前が、当たり前にまかり通る

ような世の中になんかしたくはなかったのです。

ひとつの労働問題の背後には、いろんな構造的な問題が

あります。ですから、私は青年部の書記長としてこのよう

な問題を社会的に告発していこうと覚悟を決めていまし

た。憲法28条に規定されている団体交渉権と団体行動権

を武器に、私たちはそれ5の権利を使って、正しくキレょ

うと呼びかけてきました。辞めるのか、我慢するのかの二
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者択ーではなく、正当な権利を主張して、いわば正しくキ

レるという第3の選択肢を提示してきまレた。ブラック

企業I~正面か5違法をします。違法なことをします。 100

人首切りをして争ってくるのは一体何人なのか。未払い残

業代を請求してくるのは一体何人なのか。そして闘わなけ

ればそれらの違法行為は、追認されてしまう。法律と現実

とが食い違ったとき、声を上げなければ、それは追認され、

現実のほうに合わされてしまう。

私は労働相談を受けなが5、まさに現場から、事実を伝

え、事実を発信レ、ブラック企業を社会問題化してきまし

た。手前味噌になりますが、私を含む様々な人たちのがん

ばりで、一定限度、潮目を変えることができたのではない

かと考えています。これはもちろん労働組合の力であり、

社会の構成員の力です。そして何より長い問、労働組合の

重要性を教え、そして闘いの炎、灯火を消すことなく、守

り続けてきた方がいたからです。そしてこのような活動を

続けることができたのは、応援し支えてくれた方々がいた

か5です。心か5お礼申し上げます。

昔日本にも暗黒時代と言われた時代がありまじた。個人

に死して国体に生きろ、肉体に死して霊に生きると。国家

が普通に正義の名のもとに、若者の命を消費していました。

戦後、個人の尊重を最高理念にした憲法ができたのは、そ

の深い反省に基づくものです。でも今、世の中がどんどん

おかしくなっているのを感じま言。 2011年3月11日、

福島原発事故。絶対安全と言いながら事故が起これば、そ

うでない。そして 2015年9月19日、戦争法の制定。数

の暴力によって違憲立法が制定されるのを目の当たりにし

ました。国民主権、基本的人権の尊重、平和主義といった

この国の憲法の理念を体現する、根幹となる原則が、戦後

勝ち取られてきた価値観が、大切にした価値観が、今まさ

に奪い去5れようとしています。ただ、暗閣の中にも光は

あります。これまで無関心と言われてきた若い世代が立ち

上がっています。明らかにおかしし1ことに対して多くの人

聞が行動を起こすようになってきました。民主主義に観客

席は無いんです。この国の主権者として、自分の言葉を持

ち、そして発言する。これからも不断の努力を続けて、当

たり前の努力、困難な時代にこそ希望があることを信じて

活動していければ、と思っています。どうもありがとうご

ざいました。(拍手)

司会 ここまでは主に労働問題に取り組んでいる団体の

方々 にお話し1ただきましたが、ここからは主に、平和・民

主主義に取り組んでいる方々か5のお話になります。

寺田ともか (SEALDs関西)

こんばんは。寺田ともかと申します。今、関西学院大学

の4年生で、福祉の勉強を4年閉じていました。この春

から、 4月からは、東京でもう 1年だけ専門学校に進学す

る予定です。

ます、 SEALDsって何やねんっていう話を最初にして

か5、私自身が活動に何で参加しようと思ったかというお

話をさせていただこうと思います。

SEALDsっていうのは、 StudentEmergency 

Action for Liberal Democracy-sの略です。東京と、

それか5東北と、東海と、あと、琉球と、関西、かな、た

ぶん今5つあるんですけど、私は関西でやっています。

日本語に訳すと、「自由と民主主義のための学生の緊急行

動jという意昧です。 SEALDsというと、この夏、突然

出てきて、国会前とかで安保法制に反対するデモをやって

いる、ちょっとイケイケな感じの学生集団だ、というふう

に思われることが多いんですけれども、私たち、もともと

安保法制だけに反対するために集まったわけではなかった

んです。

特定秘密保護法か5安保法制へ

始まりは一昨年の特定秘密保護法の強行採決の様子を見

て、 Iこれ、ちょっとやりすぎなんじゃないのJと思った

東京の学生数人が、デモをやってみようということで、特

定秘密保護法に反対するデモをやり始めたことに端を発し

ています。その時はあんまりメディアに大きく取り上げ5

れることもなく、特定秘密保護法ち施行されてしまったわ

けなんですけれども、なんでこういうことが起きたんだろ

うというのを考えた時に、そもそも現状として与党の議席

数が3分の2以上ある。ということは、数の論理で言え

I~、やろうと思えば何でも強行できてしまうという現状に

なっているわけです。得票数を見ると、野党だってそれな

りの得票数はあるのに、小選挙区制の中では、野党があれ

だけ分かれてしまっていると、票も割れてレまって、結局、

自民党が一人勝ちしてしまうという現状があるということ

が、だんだん見えてきました。せっかく野党に投じられた

票も死票になってしまって、それが国会内に繁栄されにく

いという現状があると思います。次の参院選でもこの現状

が変わ5なければ、次に待っているのは憲法改正の発議だ

ろうと、私たちは考えました。

なので、その特定秘密保護法の活動を1回終わって、

もっと広いイシユーで、いろんなことをやっていこうとい

うふうになったときは、参院選に向けての活動を、ちょっ

と地道に、わりと静かに勉強会とか、シンポジウムと

か、大学の中とかで、おとなしくやっていこうと思って、

SEALDsというのを結成したわけなんで雪けれども、そ

れが今年の5月3日のことなんですが、その後、 6月に

国会の中で安保法制の問題が激レく議論されてくるように

なって、これはもう参院選云々というか、今ここで止めな

いとどうしようもないということになって、私たちはこの

夏、もっぱ5安保法制に反対宮るデモや街宣をやることに

なったという感じです。

野党閣の選挙協力を呼びかけ

残念なが5安保法制はああいった形で強行採決をされて

しまったわけなんですけれども、私たちは全然あきらめて

いないので、次の参院選に向けて、野党聞の選挙協力を呼

びかけるというのをこの間すっとしてきました。すっとし
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てきたと言っても、私は卒論を書いたりとかしてたので、

あんまり動いてきたわけでは無いんですが、メンバーはそ

れをすっとやってきました。野党がこのままバラバラのま

ま、もう 1回選挙されれば、同じことが起きてしまうわ

けですよね。もっとわかりやすい構図で選挙をしなければ

な5ないし、リベラルの票を何とかまとめないといけない

し、改憲が次に待っているとし1うことは、ぎりぎりでも3

分の1以上、野党が議席数を取らないと、本当に改憲が

現実のものになってしまうと思ったので、私たちはいろん

な運動団体と協力をしなが5、この間、統一候補を立てて

くださし1というお願いをしてきました。で、やっと先日、

野党の党首会談において、次の選挙で選挙協力をするとい

う合意に至ったというところです。ただ、中央で合意され

ても、地方レベルでは、まだいろいろ調整が必要なので、

私たちは主に関西国で候補者の調整ができませんか?とい

うのを、テーブルを設けたりとかして、今、呼びかけてい

るという感じです。

それ以外にやっていることは、もともと投票率がすごく

低い、特に若者は低いという問題があるので、そのまま、

今の低い状態のまま選挙をされてしまったら、そもそも声

が反映されへんっていう人がでてくるということで、大学

に投票所を設置できないかということを、選挙管理委員会

と大学に鋳け合って行ったりとかし1うことをしています。

参加した理由は9.11と3.11

次に私自身がどうしてこういう活動に参加しようと思っ

たか、というお話をさせていただこうかなと思うんですが、

こういう活動をしていると、ご家族(o;どう思ってるの、と

か、親も社会活動してたんですか、という乙とをよく聞か

れるんですが、うちの家族、全然そんなことなくて普通の

会社員です。母子家庭なんですけど、母はケースワーカー

で地昧に働いていて、家庭で政治の話が出るという乙とも

なく、ノジポリな感じでした。ただ、私にとってすごく大

きいふたつの出来事があって、ひとつは9.11の同時多発

テ口事件で、もうひとつは3.11の原発事故でした。

9.11があったときは、私は小学2年生か3年生ぐらい

だったんですけれども、何でこんなことが起きるの!?と

思ってすごくショックを受けたんですが、もっとショック

だったのは、あれだけの人が殺されて、すごく、こう、な

んて言うんでしょう、大切な人を失う悲しみっていうのを

知ったはすのアメリカが、今度は正義とか自由という言葉

を掲げて、対テロ戦争を始めたということでした。あんま

り何も深いことはわからなかったんですけれども、あの

ニュースを見ていて、暴力に対して暴力で報復したり、そ

れを押さえ込もうとするというのは、確実に失敗するんだ

ということを、まざまざと見せつけられた気持ちでした。

しかも日本の自衛隊もあそこに、直接的に武力で加担した

わけではないですけれども、間接的にあれに加担するよう

なことをしてしまったっていうのは、幼いながら、イラク

の子どもたちとかになんて謝ったらいいんだろうというぐ

5い、申し訳無いなという気持ちでいっぱいでした。

その後、私が今度(o;高校2年生か53年生に上がる春

に3.11の原発事故が起きたわけなんですけれども、私、

それまでは、何かこう、政府っていうのは絶対私たちに常

に最善を尽くしてくれるものだっていうふうに漠然と信じ

ていて、教科書に書し1てあることは正しいだろうし、大人

が言ってることはだいたい間違つてないと思ってたんで

す。あれだ(j安全だと言われていた原発が爆発して、よく

調べてみた5今までだってすっと危険性は指摘されてきた

し、声を上げてきた人たちがいたのに、まるでそれが無い

みたいにきちんと報道されるととなく、私たちは真実を知

5なかったんだ、ということを知って、ああ、本当の事っ

ていうのは、しっかり自分で調べないとわからないし、政

府(o;自分に都合の悪いことはあえて隠すことがあるんだな

ということを知りました。

それか5はできるだけ批判的な視点で二ユースを見ょう

と思って、新聞とかニュースを見ていた5、特定秘密保護

法の問題が出てきて、あれが強行採決をされて、今度は集

団的自衛権の行使容認をするという記者会見を安倍さんが

している、説明を聞いたって全然納得できるものじゃない

というのを前にしたときに、自分には何ができるかなとい

うふうに思って、行動したいなとは思ったんですけど、私

にとってデモっていうと、浅間山荘事件とかが浮かぶんで

すね。白黒のヘルメットをかぶって角材を持っているとい

うイメージだったので、何かこう、友達とかがデモをやる

んだ、みたいな話をしていたときも、ちょっと怖いなって

思っていたんです。だけど、3.11以降のデモっていうのは、

赤ちゃん連れたお母さんも参加できるような柔らかし1雰囲

気のものだったし、こういうのだったら私もできるし参加

できるかなと思って、テ‘モっていうのもひとつアリかもし

れないと思い始めました。いざデモをやってみると、あい

つ5(o;過灘だ、みたいなことを言われるわけですよね。私

たち、過激に見られないようにはかなり気をつけていたほ

うではあると思うんですけど、だけど海外に派兵をして、

戦争に加担することが普通で、路上で「殺さないでjって

声を上げることが過激だとこの国で言われてるのだとした

ら、乙れ、すごい狂ってることだなと思ったので、自分の

意見を主張するなんですごく当たり前じゃないですか。民

主主義の園なんだから。それをもっと当たり前になるまで、

当たり前の顔をしてやっていくしかないんだと思って、仲

間たちとこれまでやってきた、という感じです。そろそろ

時間なので終わります。(拍手)

申村研 (SADL)

こんにちは、 SADしの中村です。

2015年9月19目、採決されたのかもわか5ない強行

突破で、安全保障関連法案の可決が宣言されてしまった夜、

僕は自宅のパソコンで国会中継と国会の外での抗議行動の

中継を見ていました。宣言後のアホらしい茶番劇(o;、むしろ

想像していたとおりでした。だけど僕は負けた気がしませ

んでした。夜が明ければ僕は京都のデモに参加していたし、
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僕たちの行動が社会につながっていく強さを感じていまし

た。

10年以上前、社会のうねりと1cJ;全然言われることのな

い小さな出来事でしたが、つながりの強さを感じた経験が

ありました。 2003年3月20目、当時、大学生だった僕l志、

前日の夜か5大阪のアメリカ領事館前にいました。アメリ

カ合衆国が主体となった有志連合がイラク戦争を始めるか

もしれない。だけど大学の中lこいてもこの話題1cJ;出て乙な

い。そんなもやもやした気持ちで領事館前に行くと、同じ

ような人がち61ま5と集まっていました。段ボールに『子

どもを殺すなjと書いてプラカードを即席で作ったり、年

齢も性別も違うけど、どんな生活をしていて、なぜ乙こに

来たのかを話したりして朝まで過ごした記憶がありま言。

その頃か5僕1cJ;路上での出会し、が始まり、そしてサウンド

デモに関わるようになりました。クラブで DJをしている

人とデモを企画して、グラフィティで反戦をアピールした

り、そうした出会し、を通じて今の僕があるのだと思いま言。

もちろんオーガナイズのメシパーは今とまったく遣うし、

社会の反響も広がりも、昔lまあまり意識していませんでし

た。だけど僕1cJ;路上でつながる強さを作ってきたんだと確

信レてUま言。

SADL (民主主義と生活を守る有志〉は、昨年2月、

大阪市を廃止・分割する、いわゆる大阪都構想の住民投

票か5生まれました。それまでは『都構想って何なんや

ろ?Jとおぼろげにしか考えていなかった僕1cJ;、 f都構想

ヤパいゃんリとリアルに思うようになったのも、その頃

だったと思います。 4月か5仕事が早く終わる日に1cJ;、僕

もSADLのリーフ配布に参加するようになりました。街

頭でのリーフ配布l誌、ただ単純に住民投票に反対票を、と

呼びかけるだけで1cJ;ありません。道ばたで気になっている、

見ている人や、リーフを受け取ってくれる人に声をかけて、

積極的に話しかけていきました。単に賛成か反対か、では

なく、住民投票の乙とで不安に思っている気持ち、迷って

いる気持ちを共有したり、僕たちも知5ないことを教えて

も5ったりもしました。そしてリーフ配布で対話した内容

をTwitterでつぶやいて、路上の声と一緒にSADLの行

動を拡散していきました。そうした行動を通じて5月17

日の住民投票投開票に大阪市全体の雰囲気力唆わっていく

のが感じ5れました。もちろんSADしだけでなく、世代

を超えた多様な行動が都構想を否決に追いやったのです

が、街の中に僕たちの声を見せて広げていくことができた

んだと思います。だけど半年後の大阪ダブル選挙では残念

ながら同じようにはいきませんでした。

戦争法案に反対する行動でも、街の声を大切にしよう

とSADLは行動してきました。反対署名を集めるときは、

自由に書き込める『ひとこと欄jをつけて、ひとりひとり

の思いを国会に届けていきました。大阪で国会議員の事務

所を回っていると、自民党の事務所か61cJ;党内での苦悩を

漏れ聞くようにも怠りました。この頃から SADしも毎月

デモを企画宮るようになり、僕も本格的に SADLに関わ

るようになりました。高校生たちのT-nsSOWL westや、

SEALDs関西との共催も含めて、 7月19目、 8月23日、

9月13日とデモを行い、そのたびに僕1cJ;サワジドデモの

音響機材を手配したり、デモの警備・誘導スタッフを募集

したり、当日朝はサウンドカーの安全柵を設置したりして

きました。それと同時に他のメンバーはデモのコールを考

えたり、プラカードを作ったり、SNSをチェックしては今、

街頭で映えるアピールを追求してデモのクオリティを引き

上げてくれました。

SADLのデモや街頭行動ができたのは、メンバーひと

りひとりが様々なパックグラウンドを持ち合わせているか

5です。メンバーに1cJ;お母さんもいれば大学院生もいます。

仕事も、建築、建設、流通、飲食居、医療、介護、団体職

員、自営業などばらばらで言。それに、ひとりひとりが多

様な資源を持ち合わせています。たとえばパナーのデザイ

ジカTできる人、音楽に強い人、政治的な事情に通じている

人、スピーチがうまい人、みんなのテンシヨンがあげ5れ

る人、デモや街宣の裏方をしてきた人、 Twitterで情報を

発信できる人などです。さ61こそれぞれの人間関係か5、

デモのパナーを持ったりコールをするサポーターを呼んで

くることもできました。つまり SADしは昨年に1か5始

まったのではなく、自分たちのライフワークで培った強み

を持ち寄って行動しているということです。そして、ひと

りひとりは遣う暮5しをしていても、生活を壊されていく

不安、民主主義が形骸化9る怒り乙そが、おEいに共有で

きる接点だったのです。

僕がSADLにたどり着くことができたメンバーとの出

会いは、 3.11以降の路上にありました。メンバーで一番

古いつきあいのフサエさんとは、お互いに反原発デモを企

画したり、関電前抗議行動に参加させてもらったりしてい

ました。次に古いサジナムさんとl誌、 2013年頃か5レイ

シズムのカウジタ一行動や、仲良くじようぜパレードで

出会し1ました。それでも SADLの行動に関わりだした頃

1cJ;メジパーの知り合い1cJ;2-3人でした。いくぴーさん

はSADしの行動やそれまでのデモで顔を見かけたことl芯
あったけども、あるとき音楽イベントで偶然に出会ってか

5初めてしゃべるようになりました。

今日乙乙でお話させていただくにあたり、僕たちが一緒

に行動できる基盤に1cJ;何があるのかを考えました。 SADし
は戦争法や都構想では一緒に行動してきました。だけどマ

ルチイシユーになれば、ゆるやかに共通している意見もあ

れば、違いもしっかり確認していく乙とを大切にしていま

す。僕たち1cJ;仲良しグループではなく、自分たちな5何が

できるかを考えて、一致点を探る集団だと思っています。

そうした乙とができる基盤には、何がダサくて何がカッコ

いいのか、趣味やセジスをある程度共有できる信頼関係が

あるのだと感じていま言。そうした感覚を共有して作り出

じたのは、デモのコールやプラカだけではありません。街

頭宣伝では、どんな背景がある人にどんな話をしてもらう

か。トークイベントで1cJ;、どんな雰囲気を作れば政治に関



わる八一ドルを下げていけるかを考えています。また、ダ

ブル選挙のときにネット配信した SADしTVI志、短期決

戦のイメージ浸透のためにかなりのクオリティを追求しま

した。

僕たちはそれぞれが違う個性を持ちなが5、行動や体験

を通じて感覚を共有し、メンバーひとりひとりをリスベク

卜していく強さを持っています。それこそが路上で出会っ

てきた強さなんだと思います。

最後に、今日この場に来ていただいた皆さんに伝えたい

ことがあります。僕たちはもともとバラバラです。だけど、

出会し1を重ねて行動してきまじた。またその時々により、

一緒に行動するメンバーも入れ替わっていきます。生活環

境が変わった人もたくさんいましたし、路上で行動を通し

て考え方の違いがわかる人もいます。だけど、機会があれ

ば一緒に行動したいなって思える人が出てくるのも、やは

り路上なのです。だからこそ、いつものメンバーや自分た

ちの話がわかるもの同士で動くのではなく、常に新たな出

会いを求めて下さい。そして今の社会の空気を斜に構えて

文句の言い合いに終わってしまっては、負けている感しか

しません。「今の状況ヤパいよねJか5rこんなことした

いよね、できるよねjっていう信頼関係を作っていってほ

しいです。僕たちは街の雰囲気を変えていけないと勝てま

せん。昨年の大阪で言うならば、大阪市の住民投票と大阪

ダブル選挙の違いです。昨年9月19日のように、国会の

中と外をつなげていくにはどうすればよいかを考えて下さ

い。自分たちがどんな声を大切にして、どんな声を見せて

いくかを試行錯誤して下さい。

SADL l(j今年に入ってから CHAT4VOTEという選挙

に向けた企画を始めています。難波の路上でおしゃべり

感覚の街頭行動をしています。イメージは井戸端会議で

す。日常会話の雰囲気で、政治の話を広げていくことを目

指しています。わざわざ行動と銘打たなくても、職場で誰

かと話すときのひとことでも、 CHAT4VOTEはできるの

で、いつもは政治の話をしない人でも、しゃべるときには

CHAT4VOTEを試して下さい。誰でもできることで政治

に関わる八一ドルを下げていこうと思っています。ひとり

ひとりができることはたくさんあります。今、何ができる

か。ひとりひとりが考えて行動して下さい。 SADLの中

村でした。ありがとうございました。(拍手)

磁田圭介 (ANTS)

ANTSの磯田で言。 ANTSを作ったきっかけというの

から話すと、 rSEALDsさんには入5れへんj、f学生もう

終わっちゃったよj、みたいな人、 20代とか30、まあ 40

代の人もおるけど、そういうふうな人らが集まって結成し

ています。地元で、堺なんですけども、そういう地元、小

さい範囲で活動する場所が無いよな、とか、そういうふう

な若い子5を今までそうやってくっつけて、運動、活動、

こういうふうな社会のことを話せる場所というのがます必

要やろうな、ということを考えて、それで気軽にみんな参

加してくれる、要は今言うてた戦争法、安保関連法を廃止

させるための運動をみんなに広げていくという形で結成し

ました。

その中で、集まってる中の人は、いろんな気持ちの人や、

カッコええからやってんねん、戦争反対や言うて何が悪い

ねん、言わんほうカt変やろ、とかつて言うて、気軽に参加

してくれる人とか、中にはマルクスがどうとか、何かすご

い古典がどうとか乙うとかつて、僕、そっちに知識ないん

でわからないんですけど、そういう人も中にはいたり、い

ろんな多種多様な人がおって、でも、戦争反対ゃんね、あ

んなことで園、民主主義っていうのが蔑ろにされるっちゅ

うのはおかしし1よね、という乙とで、いろんな人で集まっ

てます。そういう中で、身近な友達とか彼女とか、誘いが

けして集まれるような場所っていうのを主に考えて、気軽

に参加できるような形というのを僕ら考えて、すーっと。

僕l(jゆるい担当なんですけど。だか5さっきからのみんな

みたいな、ちょっと難しいことはしゃべれないんですけど、

思いは一緒なんで、はい。

今、現に今やっていることといえばデモ。堺で、みんな

住んでる人51こ、どういうふうなこと、僕5なんで言うて

るんかというのを知5せる必要あるよねっていうことで、

1ヶ月に 1回やりましょうということで、 6月からかな、

すっと 1ヶ月 1因。かなり辛かったです、僕的には。中

にはメンバーで fもう 2ヶ月に 1固にしようやJという

人もおったけど、ゃっばそれはアカンやろ、と。ケツ割っ

た5アカンやろ、って、僕は若干言うたけど、ちょっと辛

いなって思ったけど、もう寒かったんで、もうホンマに。

25人とかでしなアカンときもあって、何これ、みたいに、

なったんですけど、でもやってみたらやってみたで、新し

い人、来るんですよね。 SNSとかで配信したり、 I今日は

行けるわ~、クソ寒いけどjみたいなんで来てくれたりす

る人もおって。そこの中でひとりでもふたりでも会話、対

話して、で rANTS一緒にやれへん?J言うてLlNEグルー

プ入ってくれたり、それとかあと、スタジデイングとか

も駅前とか毎日、みんなでLlNEグループいっぱい作って

やってるんですけどね、そこで f今日、俺、 30分だけで

きるわJとか言うた5、「あ、ほんなら俺も行こかなJと

か言うて気軽に参加できるような、そういうふうなんで、

スーパー前での署名とかで、初めはね、僕も2筆とか、 1

時間やって3筆とかで、ちょっと情けなし1わぁ、とか思

うような乙ともあったんですけど、今はもう慣れてしまっ

て、 1人20筆も集めれるようになってきて。その中で話

したりする若い子5、中学生とかとも知り合ったりするん

ですけど、f兄ちゃん5何やってんねんJて言うて、「俺5な、

戦争反対や、言うてんねんjって言うて。「お前らも自衛

隊入つてな、今の自衛隊ゃった5戦地いったりせんと、被

災地とかでがんばってあんなんできるけど、今度か5話遣

うようになってくるんやでjとかし1う話したら『マジ、カツ

コええな、それjみたいな感じになって、それでつながっ

て、その子LlNE教えてくれて、グループ入って、『お兄
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ちゃん5、そんなんやってんのや、俺5も行くわJとか言

うて、ピラまいてくれて『戦争反対してるんですJとか言

うて、その子5のほうが署名めっちゃ集めてくる。おいィ、

どうやってんねん!とかなって。そんなんで、いろいろつ

ながりも増えてきたし、僕5がやってることっちゅうのは、

そういうふうな一般の人、そういう今の状況とか、声出し

ていかなアカンよなっていう人、わか5ん人に対してつな

がっていく努力とか、そういうふうなことをしていかな、

必要ゃな、ということで。

僕、今日l志、ゆるい担当で来たんですけど、もうぜひ

今度呼んでくれる人I~マルクスとか詳しし1、資本論とか 3

時間ぐSl，"1、たぶん話できる人もおるんで、今日l誌、ごめ

んなさいね、僕、ゆるい担当で来たんで、こんな話しかで

きませんlオど、ぜひ、みなさんもちょっとすつやっていく

だけで変わっていくと思いますんで。いっちゃん初めの時

ゃった5ね、ほんまに言葉、悪いかもしれへんけど、海に

シッコしてるみたいな感じゃったんですよ、ホンマlこ(笑)。

もう、でも今ゃった5ね、スーパー前で、何回か、 4固か

5回していくうちに、 fお兄ちゃん5、がんばってんなあj

言うて、やっとね、プールにシッコしてるぐ5いになって

きたんです(笑)。差し入れまでくれるんですよ。ほんで

fお母ちゃんもな、家帰ってお父ちゃんに言うてjて言う

た5、『わかった、言うわjとか言うて。そういうのでね、

だんだん、だんだん、そういうふうな、地域とかにも根ざ

した、そういうふうな活動っていうのは必要ちゃうかなと

思って、僕5乙うやってやってますんで、またぜひ、難し

い乙と言えないんで、今度またええ人、呼んどきますんで、

よろしくお願いします。(拍手)

構口昌治 (AEQUITAS京都)

AEQUITAS京都の橋口昌治と申します。 AEQUITAS

ですね、エキタスと読みます。ラテン語で、『公正jとか、f正

義jとか、そういったことを意味する言葉です。主張とし

てはメイジは『最低賃金を1500円に引き上げるJという

ことを求めています。それに付随して『中小企業に税金を

回せjとか、あるいは『経済にデモクラシーをJといった

ような乙とを言っています。東京にも AEQUITASって

いうのが去年できまして、それで先日、 AEQUITAS京都

になりました。 2013年の末ぐ5いか5、京都で量低賃金

を上げる運動をやっていこうかなというような話をして、

本格的に2014年か5そういう運動をやっていました。最

初の団体名lまf最賃 UPIUPI京都Jという名前でやって

いました。今でもその時の印象が強いのか、 AEQUITAS

京都と名前を変えても fああ、最貨 UPかjとか言われる

んで宮けども。その次に、ちょっと名前を変えようという

ことになって『自由最賃同盟jという名前になった。これ

は今、お配りしてし1るピラ、リーフレツトみたいなものが、

自由最賃同盟のときに作ったもので言。先日、東京のほう

でAEQUITAS盛り上がってるっていうことなので、じゃ

あ、 AEQUITAS京都に変えようかという乙とで、 3つめ

の名前で、 AEQUITAS京都になったのが今年ですね。つ

い先日になります。なので結成時期としては2013年ぐ5

いになります。どのぐらいの人数でやってるかっていうこ

となんですけども、 MLには7人とか8人ぐSl，"1入ってる

んですけども、実質的には結構、自分ばっかりやってる感

じで、みんな、それぞれ反原発運動とか、それぞれのユニ

オン、労働組合の運動が忙しかったり、いろいろ個人的に

忙しくて、なので僕がいろいろ頼んでやっても5っている

というような状態で言。

なので現在、直面している困難や悩みはちょっと人数が

足りないということですね。これはあまり東京のほうには

言つてないことなんですけど、まあ、がんばってますよ、っ

て言ってやってます。

目的で~ね。先ほど言ったように、量低賃金を 1500 円

に引き上げるということを彊っています。その内容という

のは、詳しし、ことはお配りしてあるものに書いてあるんで

すけども、個人的には、 1500円という数字、も、大事だ

と思っています、もちろん。そうし1った額にして、特に非

正規労働者が増えている中で、生活の底上げのためにl芯

必要なものだというふうに考えていまZすけども、乙のリー

フレットのトップにも書いてある、『もしも最低賃金が

1500円になったSJというように、想像することですね。

畳年、特に非正規労働者が賃金が安くて当たり前だと。正

社員と同じ仕事をしていても、パートだか5という理由で、

正社員はおろか、パートさん自身も、正社員の人たちより

も賃金安くても仕方無いねっていうふうに思ってきた現状

があると思うんですね。なので僕5が最低賃金を1500円

に上げようとかつて言うと、高すぎるというようなことを

言われるわけですね。いや、そんなこと無いですよ、計算

してみて下さいよ、というような話をしていく。その反応

ですね。ます反応があって、そしてそこでいろいろ話をす

るということを通して、『じゃ、おかしし1んじゃないかj

とか、『もっとこういう生活があり得るんじゃないかjと。

『こんなに困5なくても、そんな心配しなくてもいい生活

があるんじゃないかJというようなことを、やっぱり発想

を変えても5う、意識を変えても5うということが、やっ

ぱり大事かなというふうに思っています。だか5、例えば

Twitterとかで言ったのは、総理大臣が選挙目当てに最低

賃金なんぼくらいにするぞって言って、官僚がそれで何か

やるのももちろん賃金があがって良いかもしれない廿ど

も、やっぱり運動して、そしていろいろあって、やっと上

がったというほうがやっぱり意味があるというふうに思っ

ています。そういう意味で f経済にデモクラシーをjとい

う、これはスペインのポデモスという、最近躍進していて

日本でも結構知られるようになってきているようなグルー

プが言っていることなんですけども、『経済にデモクラシー

をjということをひとつに考えていま言。それは具体的に

l志そうやって、乙の1500円にしようということをきっか

けにお話をして、そして生活に対する、あるいl志労働に対

~る意識を変えるという乙とと、それを政治に結びつけて、

au ?' 
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新自由主義でしょうがなし1、だってもうこの道しかないで

しょ、みたいな感じで言われることに対して、いやいや、

そうじゃないよ、と。で、ばかばかしいとか、そんなこと

無理だよ、というふうに言われるようなことも、いや、そ

んなことない、というふうに言っていくということを運動

とレてやっていく。それを『経済にデモクラシーをjとい

う言葉で言い表しています。

もうちょっと時聞があるようなので、お話ししま'9と、

面白いなと思ったのは、前半と後半にわかれていますね。

で、労働系が前半で、平和・民主主義系が後半だと。はじ

め見たときには、あれ、自分たち、最賃のことやってるし

労働系なんですけど、っていう感じだったんですけど、運

動形態が遣うでしょ、それで分類してみましたって言わ

れると、ああ、なるほどな、と。むしろ僕らが言ってい

る『経済にデモクラシーをjという主彊にあ5われている

ように、確かによく見ていただいているなというふうに思

いまじた。どういうふうに違うのかという説明を伺ったと

きに、後半のほうは、路上のほうでよく活動されています

よね、というところが遣うんじゃないかと。前半lまそうし1

う会社との交渉とかをして。自分ち普段は『ユニオジぼ

ちぼちjという組合で交渉してるんですけども、今日Ict

AEQUITASのほうで呼ばれているのでその話をしていま

1すけれども。路上でやるというのが違う、ああ、なるほど

な、というふうに思いました。ただ、これは次のディス

カッシヨジのあたりも関係してくるかもしれないですけれ

ども、要は職場なり、あるいは大学といった拠点になるよ

うなところで、どのぐ5いのことができているのか。措上

でやるという乙との重要性Ict自分もよくわかっているんで

すけども、どち5かというと自分はユニオンの活動をして

いて、なかなかやっIctlJ職場に食い込めない、と。そこに

いて、賃上げなり交渉をしても、組織化というのができな

いなということを感じていたところで、路上に出ていって

いるという、ちょっとネガティブな側面もあるわけなので

すよね。それのネガティブな面をなるべく肯定的にもって

いきたいな、と。つまり最低賃金という形で、職場での交

渉では実現できない賃上げを勝ち取れないかと思っていま

す。なので、活動形態の遣いか61ct、そういうふうな議論

も展開できるのかな、というふうに思いました。なので、

AEQUITASのほうを平和・民主主義系にわけていただい

て、なるほど、いろいろ考えて、そ乙か5本当にみなさん

と語論できること、いろいろあるなとし1うふうに思いまし

た。

ちょっととりとめのない感じになってしまうんですけど

も、自分たちの意識としては、ユニオン・労働系のお話と、

路上でできた民主主義の運動を混ぜていきたいねという話

Ict東京の人たちもしているので、そういう意味でち今日、

興味漂いお話をいろいろ伺いましたし、これからもディス

カッシヨジできればというふうに思っています。以上です。

(拍手)

清水橋口さん、ありがとうございました。それで肱ここ

で10分間の休憩を挟みたいと思いま言。休憩の聞に質問

用紙を集めま言。質問がおありの方l誌、この司会テーブル

までお願いします。また、会場後方において書籍の販売も

しておりま雪ので、そち5もよろじければお買い求め下さ

し1。

く第2部 リレートーク〉

清水それではただいまか5、リレートークしていただい

た皆さんによるパネルディスカッシヨジに移りたいと思い

ます。司会・コーディネートを務めますのは、岩城穣弁護

士です。よろしくお願いします。

岩城皆さん、こんばんは。今日Ict記念講演なども無く、

7団体の人たち全員からお話を聞くということで、今まで

に無し1初めての企画で言。ます、いくつか私のほうで考え

て、事前に少しだけ打ち合わせをじた論点なんですけども、

ひとつは今の若者の皆さんId:各団体の中で、どういった意

見交換とかコミュニケーシヨンをとっているのか。時にIct

意見の対立もあるんじゃないか。役割分担について、どん

な工夫をしているのか。特に、何百人と大きな数になって

くると、いろいろそういう苦労も出てくるんじゃないかと

いったことを聞いてみたいな、と。今日お聞きしたら、数

人でやってるところもあれば、非常にたくさんの人数で、

それも全国にいくつも団体があると、ネットワークを作っ

てやっているというようなところもあるようなので、一律

に議論l芯難しし1と思いますが、数が多いところで苦労して

いるところを中心に、少しご意見をいただけた5なという

ふうに思います。

手始めに SEALDsの寺田さんあたりから少し切り出し

ていただけませんでしょうか。

寺田 (SEALDs関西) IctVI、組織内のコミュニケーション

の取り方、 SEALDs1;ま組織ではなくて、入会・退会の手

続きがあるわけでもなければ、会の決まりみたいなものが

あるわけでも無いんで言。暗黙の了解としては、暴力で革

命を、と思ってる人とは絶対に一緒にできない、というぐ

らいで、後Ictホームページに『私たちは立憲主義を守る政

治を求めますjとか、「対話と協調に基づく安全保障政策

を求めますJとか、そういう乙とが書いてあるので、それ

に賛同できれば基本的に誰でもオープンな感じで、いつ

入っても、いつ按けてもいいし、私もメジパー全員の名前

と顔は全然一致していなし1という感じです。

ミーティジグとかをするんでZすけれども、その中であん

まり意見の違いで対立したりとかっていう経験は、今のと

ころ無くって、というのも、あんまり『自分がこうしたいj

みたいな思いをみんなが持っているというよりは、今の現

状を変え、効率的に変えるにIct、何が必要かという議論に

なるので、そこは基本的にすっと合意できることが多Uか
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なと思います。

で、昔の学生運動と少し違うかなと思うのは、生き方と

か、その人のアイデジティティにまで踏み込んだりとか、

f乙うすべきJみたいな議論を熱く1するというよりは、『そ

れぞれバラバラでいいじゃないかjと。ただ、この一点だ

けは共有しておこうというところが同じであれば、もうそ

れに向かつて、やる乙とは1つだよね、っていう感じで、

わりと淡々としています。議論が白熱するみたいな経験は

あんまり無くて、淡々とやるべきことを決めて、それをやっ

て進めていくっていう感じかな、と思います。リーダーも

いなければ名簿も無いという感じです。

岩域 SEALDsというと、国会で発言された奥田(愛基)

さんというのが、全国的には有名になっていると思うんで

1すけども、代表という人はいなし1、と。副代表がたくさん

おる、みたいな話をきいたことがあるんですけども、その

あたO/a;どんな感じなんですか?

寺田 (SEALDs関西) 代表が誰ですか?って聞かれた5、

もうみんな『私だjって筈えよう、とか言っていま言。つ

まり誰か司令塔がいて、それに従っていくっていう形態で

はなくて、民主主義の名、自分の責任において、自分の意

見を、自分を主語にして言っていこう、みたいな。『我々はj

ということはあまり言わないで、 f私はこういう理由で反

対するjっていう感じですね。みんなが代表っていうよう

な認識でやっています。

岩域 /a;l，"1。昔の、ギリシャ時代の直接民主主義みたいな

感じですね。他の団体の方はどうですか? コミュニケー

シヨジの取り方とか、苦労してる話とか。ちょっと積極的

に言ってほしいんですけど。

磯田 (ANTS) 僕のところも、一応、ちゃんとした数も僕

もわかつてないんで、50人か60人ぐ5いおって、実際じゃ

あ運動、ここで何かしま言よ、っていったときに、暇なや

つが来る、みたい怠、時間あるやつが来る、やりたいやつ

が来る、みたいな形で僕S/a;させてもろてて、だかSrこ
こでしま雪よjって言うて、手を上げる人も、LlNEとか

そういうものを使って、決め5れた日っていうのは、デモ

とかスタンディジ夕、乙乙で定期的にしましよか、とかっ

ていうのは、ある一定ありますけど、もうホンマに『俺、

仕事終わりにちょっとできるわ、やろか?Jとかし1うので、

主にやってたり。

意見が違うというのは、とりあえすこの戦争反対、この

戦争法というのがあって、それに反対してくれるんやった

5一緒にしようよって。もうこれだけゃん?って言うて。

他のことでいろいろ、『もっとみんな知ったほうがいし可よJ
とかつて言う子もおるけど、それは置いといて、とりあえ

すゆるくつながっていく係なんで。そんなんマルクスがど

うとかいうたかて絶対来いひんで!って言って。そんなん、

勉強の勉強しなアカンわ、言うて。そんなんなんで、もう

ホジマにゆるくつながっていってて、この戦争法、誰も殺

した5アカンよな、というモラルとか、そういうふうな一

点でつながってるかなっていう感じなんで。友達とか誘っ

て何が悪いん? 昔の知り合l，)/こ会った5何かちょっと言

いにくいな、顔さすな、とかあったけど、それを取っ払お

うや、というような形で、運動というか、こういうふうな

活動をさしてもろてる感じで宮ね。

岩城 /a;l，)、今の、よくわかりました。我々 の感覚ですと

やっぱり、ちょっとこの人、苦手ゃな、とか、乙の人来た

らまた全体を仕切る、とかね。苦手な人も中にはいたりす

るかなと思ったりするんで言けど、排除したり競い合った

りみたいな乙とっていうのは、みなさんあまり無いんで

しようか。今の若い方はすごく上手にその辺、緩み分ける

とか、そんな感じなんですかね。

北村(関西学生アルバイトユニオン) 僕S/a;、めっちゃ喧嘩

しますね。というのは、相談者の方が来て、どういうふう

に解決していくのかっていう方向/a;、ちゃんと全体として、

ひとつ出さなげればな5ないだろうなと思いますので、み

んな頑固っていうか、自分はこうしたい、っていうのがあ

るんですけれども、そ乙5へん/a;、喧嘩すると言っても別

に殴り合うわけではなくてですね、普通に会議の場でどう

しょうかつてみんなで頭悩ませるっていうことは結構多い

ですね。それは、全体の活動の方向性とかもそうですし、

ひとりひとりの相談者への対応とかも、良くも悪くも結構、

時闘がかかりますね。もちろん広いつながりはすごい大事

だなと、うちのユニオンの中でも必要だと思うんですけれ

ども、たとえばひとりひとりに向き合うときとか、どうい

うふうにやっていこうかっていうときには、時聞をかけて、

あ~って言いなが5、何時まで会議やってんだよ、とか言

いながらやってま言。まあ、まだ人数が少なし)1J'Sできるっ

ていうのはあると思うんですけどね。

岩城ちょっとここでね、いくつか質問が出てるので、こ

の質問用紙に書いても5ったことを少し聞いてみたいと思

います。

rSEALDs、SADLの方へ。サウンドデモで、私たち

50代60代/a;リズムに乗れなかったりするので言。そう

いう昔の若者、真面目な活動をしてきた私たちへのアドバ

イスがあればお願いします。』

ちょっと興味深い質問なんで、 SEALDsの方と SADし
の方、ひとりすつお願いします。

中村 (SADL) じゃあ、SADしのほうか5。僕自身は結構、

10年以上サウンドデモに関わってきたんですけど、別に、

サウジドデモじゃなくてもいいじゃん、って思ってるほう

で、それぞれの世代にそれぞれのやり方があると思うんで

すね。それで今、 CHAT4VOTE(選挙についておしゃべ
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り"9る運動)とかもやったりしているし。僕、世界のいろ

んな音楽を漁るのが好きで、日本にも盆踊りっていういい

音楽があるんで宮よ。僕の友達が盆踊りとレゲ工をミック

スさせたりとかして、そういうのも楽しし1です。別に僕ら

の世代が、僕も SEALDsみたいにラップ調がそんなに乗

れる世代でもない。もう 30超えたし、そんなに若いこと

もできないんで、それぞれの世代にそれぞれのやり方があ

るはすなんです。もちろん僕5のデモに来ていただいた時

は、一緒にやっていきたいと思うんですけども、ぜひ、俺、

こういうのできるよっていうのをもっともっと発信してほ

しいんですよね。そういうと乙ろから一緒にできないかな

とは思っています。

寺田 (SEALDs関西) だいたし1思ってること言っていただ

いたんで同じなんですけど、何か私も、今まですっと運動

を着実にされてきた方のことは本当にみんな尊敬をしてい

て、今までのやり方がダメだった、とかつてことではない

んですけどち、何か最初、デモとか行った5rシュプレヒ

コール!おーリみたいな感じで、 fなんとかを許さない

ぞーリみたいな感じで、あんまり普段使ったことが無い、

共闘とか連帯みたいな言葉が出てきて、何か、それやった

5もうちょっと、自分たちが普段、使ってる言葉でやって

みよう、みたいな感じで、慣れ親しんだ音楽と、それにあ

わせたコールみたいなのをやってみたら、意外としつくり

きたか5続けてるんです。それぞれの世代のやり方が私も

あってもいいと思うし、別に私たちが新しし1とかし1うわけ

ではなくて、高校生のコールとかもっと速いですし。それ

ぞれの世代が世代にあったやり方をして、でもこう、つな

がりつつ、選挙に向けては全世代が選挙権を持ってるわけ

なので、つながれるところでつながってやれたらいいなと

思っています。

岩城ありがとうございます。やっぱり SEALDsと

SADLの方に質問が多いんですけども、ちょっと両方の

方に質問なんですけどね。

『今、一番の悩み事は何ですか。』

漏れ聞いていることがふたつあります。ひとつが、いろ

んな団体の集会に出て、しゃべってくれという依頼をされ

たりして、疲れてないですか、ということだと思うんです

けども、疲れている人もいるんじゃないですか、というこ

と。それから、右寄りの人か5もデマや中傷を言われたり、

逆にリベラルな人とか、そういう方からもいろいろ言われ

たりして、疲れているんじゃないですか、という心配をさ

れた質問がふたつの団体に出てるので、少しまたコメント

をいただいていいですか。

寺田 (SEALDs関西) SEALDsとしての一番の悩みは、

やっぱり選挙協力に闘するいろんなしがらみがあるという

ことですかね。共産党アレルギー、民主党アレルギー、そ

れぞれあって、もう今、リベラル勢で割れてる場合じゃな

いよっていうところで、やっと前に進んではきたんですけ

ど、でもまだイデオロギーの遣いとかで、ちょっと操めて

いたりして、すごくそれって大切なことなんですけど、今、

何が一番必要で、どうすれば私たちの声を反映できるかと

いう一点において動いてほしいなという思い肱あります。

いろんな団体の集会に出て疲れないか、 I~、疲れる時も

ありますけど、やっぱり学業とか私生活を優先しようと

思っていて、運動に身を投じてしまった5、ほんとに何の

ためにやってるのかわからないので。そのへんは私は結構、

メシパーにも悪いなと思いながら、嫌やと思った5すぐに

披けたりします。

インターネット上を見れば、右寄りの人からのデマや中

傷、逆にリベラルな人からのデマ・中傷、罵署雑言がたく

さんな5んでいるわけですし、逆に今まで旧来の運動をし

てこられた方から、生ぬるいとか、逮捕されるぐ5いの覚

悟がないと運動ゃった5あかんとか、あるんですけど、やっ

ぱり裾野を広げる上で、そういうふうに言ってしまうと本

当に運動が一部の人のものになって、民主主義なので全員

が参加しないといけないというところにいかないので、そ

ういう言葉は気にしないようにしています。

中村 (SADL) 悩み、もう本当に個人的になるんですけど、

結構仕しくて、最近観たい映画がたまっているというのが

一番の悩み。後、読みたい本が、買ったけど読めてないと

いう。もうちょっとし1ろいろ個人的な生活を充実させたい

なというふうには思っています。

僕|志、たぶん SADLの中で一番 SNSを使わないほう

なので、あまりそういうネット上の誹諒中傷を直接受けて

いなし1ほうなんですけども、デモの整理とかをしてると、

本当に結構いろいろ、 f今日のデモは旗とか働とか、お控

え下さいってこ乙に書いてますよねjみたいなことを言い

ながら、会場でたたんでもらうとか、結構行く前に fあ一、

ひと仕事おわったjみたいな、そんな感じになったりもし

ますし、まあ長年やってると、一緒にやってきたメンバー、

3.11以前のほうなんですけども、やってたような友達と

も『お前のやり方は違うJみたいなことを結構言われたり

もします。ただ、まあそこはもう、できるだけ徹底的に話

していくことにしてるんですけど、なかなか回5なかった

りっていう"悩みはありますね。

集会に呼ばれて、ということなんですけど、 SADLは

結構そのへん冷たくて、すぐ断ったりとかも最近はする

ようにしているので、そのへんは実は、他の団体、聞く

と50人もいるってびっくりしたんですけど、実は SADL

は、LlNE見ても 15人しかし1なくて、結構メンバーは少

数なので、無理だったら無理というふうにはっきり言うよ

うにしていかなきゃいけないかなというふうには思ってい

ます。

岩城ありがとうございます。次に学生関係で北村さんと

坂倉さんに質問です。
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f自分たちの活動が学内でどのように受け止め5れてい

るんでしょうか。それを知らせるために、どんな乙とをし

ていますか。周辺の大学などに働きかけなどlましているん

でしょうかjという質問です。両方とも一言すつお願いし

たいんですけど。

北村(関西学生アルバイトユニオン) さっき学内でやってい

きたいという話をしたんですが、基本的にはアジケートを

とったりとかいう乙とをしているんですけど、去年1;:1;それ

が足りなくて、学内で相談を呼びかけるピラを1固ちま

いてないっていうの1;:1;、大学の中でやるユニオジとして1;:1;

赤っ恥丸出しだろっていう話です。なので来年か61誌、月

1固ぐらいの形で相談会のようなことをやっていけたらな

と思ってます。そう言うても学内でピラまけないんで、先

生にお願いして、アジケートをと5せても5って、そうし1

う中で、皆さん、こういう問題が出てきてて、ひとりじゃ

ないんだぜ、っていう乙とを伝えた上で、ちゃんと相談に

結びつける形を取れたらなと思っています。メシパーが大

学でもいくつかに偏っているので、周辺の大学には行けて

はいなし1んですけれども、なかなか。ます相識をやってて、

人数が増えできたら、うちの中だけじゃダメだろっていう

声がやっぱり自然に出てくるので1;:1;ないのかなと、ちゃん

と地に足をつけて、来年はやっていけた5いいなと思って

いまず。なかなか学内で、労働相談に来るって、どういう

ふうに見5れてるのかっていうことと関係すると思うんで

曹が、なかなか相談に来れない、というか、来ても5えな

いですね。それこそ『しんどし、のが当たり前jっていうの

が蔓延している状況の中で、どういうふうにそれはおかし

いことなんだということ、で、相談じて解決するっていう

のは普通のことなんだということを、ます伝えていけるの

か。語りロや宣伝の仕方など、まだ悩み申ですけど、工夫

の余地がある部分なのではないかなと思っております。

坂倉 (POSSE・ブラックパイトユニオン) ブラックバイトユ

ニオジというのはですね、相談に来る方も学生なんですけ

れども、ひとつあるのは、大学をあまり基盤としていなし1

というところだと思うんで言ね。高校生もいるんですけれ

ども、高校、大学といった学校を基盤としない学生の運動

というふうに言えるのかなというふうに思います。実際、

相談も、ほとんどネットで見てくるんですね。私たちは先

ほども言いましたけど、毎日 10件20件の相談が来るん

ですけれども、だいたいどうやって来るのかというと、ネッ

トでとりあえす『ブラックバイトjというのを検索する。

fブラックバイト相談』ぐ5いで検索すると、もううち

のブラックパイトユニオシのホームページが上に出るんで

すね。名前勝ちみたいな話なんですけれども、それで、あ

あ、じゃ乙乙に相談じた5いいんだっていうことで相談に

来られるという形で、しかも来5れる方も、全国か5来る

わけですね。北海道から沖縄まで来ます。やっぱり首都圏

とか、そういう東京とか大阪とか、そういったところは多

いでZすけれども。なので、実1;:1;地域的な限定とか、大学的

な限定みたいなもの1;:1;無いんですね。ただ、実際その相談

に来5れて、特に東京とか大阪とか、あるいは仙台とかに、

私たちは拠点があるので、そのあたりがどうしても中心に

なってしまうんで宮けれども、そういったところにいる人

たちと一緒にやってはいるので。その3つの地域を中心に、

ネットでつながるような人たち、ネットを通じて相談をい

ただいて、実際に直接お会いして、そこで一緒に組合とし

てやっていこうという形で圃っていくというモデルが僕た

ちの割と典型的なパターンなのかなと思います。

岩城ありがとうございます。ちょっと個別の方に対言る

質問になるんで言が、今、このときにしないとできなくなっ

ちゃうんで。

WANTSの方へ』というのがありまして、『署名がたく

さん集め5れるようになったのは、どういう努力や変化が

あったのでしょうか』という。先ほど最初、 1時間で3つ

ぐ5いだったのがたくさん集め5れるようになったという

お話があったと思うんですが、どんな工夫をされたんで

しょうか。

磁田 (ANTS) やっぱり一番の努力1;:1;、スーパー前とかで

やる、通っていく人に渡すんじゃなくて、自転車を停める

瞬間に行くとか、荷物置いた瞬間に行く。それとか、出て

きた人。購買意欲がもう満たされた人にやってもらったら、

そういうふうな形になる。まあ、でも乙っち側の気持ちが

やっぱり一番大きいかなと思います。声かけた5やっぱり

『お兄ちゃんら何なん?学生さん?二一ト?Jみたいな感

じで言われて、働いてますよって。大丈夫ですって言って。

『こんな時間にどうしたん?J、『もっと働きjみたいな感

じで言われるんで言すけど、そやけど、まあこういうふうな

んで、実1;:1;僕もちゃんと 5時半まで働いて、できるとき

は乙んなんやってて、署名活動してんねん、というふうな

感じで言うた5、結構おばちゃんが書いてくれて、おばちゃ

んとかおっちゃんとか。駅前とかでもするんですけどね、

信号待ちの人を捕まえたり。こんなんやってくれへんのと

遣うかなと最初思ってたんで宮よ。そやけど、声かけたら

意外と反応ええし、初めのころは、こっちも声小さくて聞

こえにくかつて、f何言うてんのアンタJみたいな感じゃっ

たんですけど、だんだん自分のやってることに対して自信

も持ってきたし、ああ、みんなこういうことに対してやっ

ぱり関心持ってるよな、っていうのを感じてきたんで。メ

シパーの子らも積極的に『私、今日ひとりでしたでJとか、

いや、ひとりますいやろ、みたいな。ゃっI~IJこっちの気

持ちの問題が大きし1ん遣うかなというのは思いますね。

岩域今日、参加者の皆さんの中には署名活動とかもね、

取り組んでお5れる方もあると思うので、悩み1;:1;共通とい

う。自転車止めた瞬間とかつて面白いですね。

ちょっと深U質問というか、民主主義とは何か、みたい

nu 
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なのに関わる話なんですけど、寺田さん宛の質問で、『民

主主義というのは教育を受けた人とか、余裕がある人の有

利な制度という画があるんじゃないか』と。あまりそうし1

うのに恵まれていなし1人たち、あまり表へ出てこない人た

ち、『サイレントマジヨリティの人たちの日常の痛みみた

し1なものを知る上で難しさを感じるようなことがあります

か』という。ちょっと難しい質問かなと思うんですけども、

そういう世の中であまり表へ出てこなし1人たちとのコミュ

ニケーシヨンとか対話をどうはかるのかという質問だと思

うんですけれども、何かご意見ありますか。

寺田 (SEALDs関西) 私自身もそれはよく考えることで

あって、私も奨学金をも5いなが5何とか大学に行ってい

る感じで、母も非正規雇用で福祉の職場で働いているので、

そんなに恵まれたほうではないですけど、大学まで行くこ

とができて。私も地元が堺ですけど、もうちょっと南のほ

うで、清原が最近逮捕されたより南のほうで、すごいガラ

も悪いし、そんなに治安がいし1地域じゃないので、友達と

かも中卒で働いてるような子がたくさんいるし、その中で

子どももできて一生懸命働きながもっていったら、 f新聞

読む時間なんか無いわjとか、 f面白し1バラエティを仕事

終わりに見たいし、そんな話されてもjみたいな友達も結

構いるし。あと、釜ヶ崎っていうところ、私も炊き出しの

手伝いとかを毎週しているんですけど、そういうおっちゃ

んとかと話してると、実はすごく置かれてる状況って政治

的な問題だけれども、政治的なことに思いをさくような状

況じゃないっていうのとかも見てきて、ああ、すごく難し

いなと思ったりはします。ただ、できるだけそういう人と

対話をすることとか、足を運ぶことは大事にしたいなと思

う一方で、私は政治家でもなければ政党の関係者でもなく

て、ただ一市民として声を上げているだけなので、私がそ

の人たちの声を拾って、 SEALDsがそういう人たちの声

も拾って代弁できているか、できてないか、みたいなこと

は問題ではなくて、私は自分も当事者として声を上げたい

し、自分が見聞きした乙とは、代弁して言えることは言い

たいなと思っています。

岩城ありがとうございました。ひととおり概略的ですけ

ども、質問はできるだけ取り上げたつもりですけども、何

か今の話で関連して、会場の方か5ご質問とかあります

か?

坂倉 (POSSE・ブラックバイトユニオン) 今の寺田さんのお

話を聞いてて思ったんですけれども、僕5(~労働問題とか

貧困問題に取り組んできているわけで宮けれども、実際に

街頭での活動をやったりとか、あるいはその中で、今回で

言えば平和と民主主義をめぐるいろんな取り組みというの

があると思うんですけれども、やはりそういったときに労

働問題、貧困問題を抱えてる人がやっぱり参加しづ5いと

いう問題があるのかなというふうに思ったんですね。ただ、

その労働問題、貧困問題っていうのは、結局それも民主主

義の問題だと私は思うんですね。実際、どういうところで

働いている、例えば全然給料が払われないとか、本当に長

時間働かされてしまっているとか、パワ八ラに遭ってると

か、あるいは賃金が非常に低いとか。そういった問題って

いうのが日常にあると思うんですけれども、労働問題とか

生活の問題というのは本当に誰もが経験する、本当に日常

の生活の問題だと思うんで宮けれども、そこもひとつの権

利行使の場であって、人権とか民主主義とか言ったときに、

特に人権とかっていう言葉だと、誰かかわいそうな困って

る人がいて、そういう人たちを助けなければ、というふう

に考えられがちなところがあると思うんですけれども、そ

の職場とか、そういうところの問題っていうのは、そここ

そ一番、ある意味、基盤的なというか、誰でも目にするよ

うな民主主義とか権利を行使する場なんじゃないかなとい

うふうに思うんですね。そうしたときに、やっぱり街頭に

出て、平和の問題とかっていうことを言う基礎というか、

その前提というか、そこにやっぱり労働問題、貧困問題で

も、権利を行使して、そこで民主主義を実現、足下のとこ

ろから民主主義を実現していくっていう、そういう取り組

みが実は必要怠んじゃないかなと、私としては思うんです。

ちょっと論点を提示できればなと思ってお話ししました。

岩城ありがとうございました。じゃあ、北出さん。

北出(地繊労組おおさか青年部) はい、その民主主義の根幹

が何か、ということなんですけども、やっぱりいろいろ勉

強しないと本当に政党や世の中のことがわか5ないという

のが一番大切な問題、根幹にあると思います。今、問題意

識を持てるのは、現役世代の労働者は問題意識を持てるた

めの時闘が圧倒的に足りないんじゃないかということです

ね。朝早く起きて、夜帰ってくるのが9時か10時になる

と。それで1週間が終わってしまう。土日のうち1日は

もう寝て終わって、 1日自分のことをすれば、それで1週

聞か被わってしまうって、これではどんな運動に参加する

こともできないと思うんですね。ですから労働運動はこれ

まで賃上げ中心に行われてきたかもしれませんが、でも労

働組合、あるいは労働運動は、もっと時間短縮、労働時間

の短縮にもっと力を入れるべきだし、それこそが平和運動

であったり、立憲主義の運動、あるいは福祉の運動、すべ

ての運動につながる、すべての運動の根幹につながると、

私lまそう思っています。働かなければ生きていけない以上、

労働運動というの依すべての運動の根幹だし、それが立憲

主義や平和や福祉の問題ともつながっていく、民主主義の

問題ともつながっていると。そしてそのことを進めること

が、大きく世の中を変革、変えていくことにつながるんじゃ

ないか。そこに大きな可能性があると、私はそんなふうに

考えています。

中村 (SADL) 僕は今日、 SADしという立場で来たんです
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けども、会場にいる何人かの方I~ご存じかもしれないで宮

けど、僕もユニオジの相談スタッフをやっているという

立場で言。こういう SADしなり、いろんなデモとか行く

と、そんな話もするとで雪ね、結構、飲み会で、実I~僕の

職場でどうの、とか、酒を飲んでか5相談はちょっとしん

どいな、といったようなこともあるんですけども、実I~結

構、こういうデモに参加したりとか、オーガナイズしてる

メンバーでも、結構、生活が半端なくひどかったりとか、

SADLのメンバーでも、結構、職場ブラックよね、って

いう人はたくさんいるんですけども、みんないろんなパッ

ククラウンドがあると思うんですね。その中で、職場の中

で何かできる可能性がある人I~、どんどんそれをやればい

いと思うレ、逆に自分のやり方としては、こういうふうな

路上に出てくるというふうなやり方をや5れる方もいる

し、いろんなやり方があるので、僕はそういうのは宮ベて、

やっぱり尊重じていくというか。ひとりひとりがどういう

ふうなパッククラウンドを持って、そこに参加しているの

か、どんな思いのがあるのかを、ひとつひとつ大切にして

いくのが民主主義かな、と思っています。

岩城 AEQUITAS京都の橋口さん、ちょうどそういうユ

ニオンの話と、平和・民主主義の問題と運動形態が共通と

か、職場か5ちょっと逃避してるという話もあったんで宮

けど、今の点で関わると思うので、少しと意見をいただけ

ませんか?

橋口 (AEQUITAS京都) 民主主義と言った場合に、選挙で

すね。でも選挙I~有名な、誰が言ったのかちょっと忘れた

んですけども、数年に 1固だけで、その時だけの民主主

義だと言われるようなこともありますし。デモも、どち5

かというと非日常的なところに出ていって、訴えをすると

いうことで。それに対してやっぱり日常的な民主主義の場

として、自分の中では職場だというような言い方をしては

いるんでZすけれども、先ほど言ったように、今日来ている、

ここに並んでいる団体のほとんどは、職場を拠点にした組

合とか、学校を拠点にした活動ではない。それI~良い意味、

積極的な面もあると思うんですね。そういう中で、私I~労

働運動の活動をしてるんで1すけど、労働組合がすべての運

動の根幹であると、理論的にiま言えるかもしれないで1すけ

れども、社会に対して堂々と言えないようなところもあり

ます。それは歴史的な状況、それか5今の現状を生み出し

ている労働組合のあり方が有ると思っています。そこをど

うするのかというのは、自分の課題でもありま言。今の運

動や政治とか経済が抱えている課題だというふうに患って

います。なので、そういう意味でl誌、路上でいろいろやっ

ていることと、そうした拠点になるような中間団体と言わ

れるようなところを、どう動かしていくかっていうのを、

たぶんみなさん、いろいろ、あちこちで頭抱えなが5やっ

ていられるのかなと思っています。以上です。

岩城 I~l，"，、ありがとうございます。どうぞ、お願いしま言。

北村(関西学生アルパイトユニオン) 今、基本的に、どうい

うふうに時閣を作るかだったり、どこが運動の拠点になる

かっていうことなんですけれども、個人的に思うことを少

しお話させていただきますと、僕も釜ヶ崎で活動してるっ

ていうふうに言いましたlオれども、何年も行ってたら話し

かけ5れることが多くなりまして、何か、服装がなじんで

きたの、よくわか5ないんですけれども。で、生活保護を

受けてたんだけれども、橋下になってか5切5れて、って

話してくれた人がいて、やっぱり僕5が知5ないことを

いっぱい知ってるんですよね。相談を受けて、一緒に労基

署とか行ったりするんですけれども、やっぱり自分のこと

なんで、僕5より詳レかったDとか、ちゃんと調べてたり

とかし、うことも、恥すかしし1お話なのかもしれないんです

けど、あったりするので、あ、そうか、日常の中で考える

土壊っていうのI志いっぱいあって、議論はあるいは起こっ

ているのだろうと。でも、それを発する場所っていうのが

なかなか見つか5ないのが現状なのかもしれないなと思い

ました。

そういう中で、今回(~安保法という形で、すごく国会前

とかに人が集まりましたけれども、そういう場所に行くっ

ていうのはひとつのきっかけなのかもしれないし、あるい

は僕たちみたいなと乙ろに相談に来てくれるっていうのが

ひとつのきっかけなのかもしれないんで宮けれども、政治

的無関心でl誌なくて、たぶん日常の中にそういうことがあ

ふれてて、どのようにそれを発言る場所があるのかが、結

構重要なのでl志ないのかなと。そういうふうに、みんなそ

れぞれの場所で考えてるか5、私たちのほうに多様性がた

くさんあるんだと思いま宮ので、そういうのが、先ほど

SADLの方がおっしゃってた、自分たちひとりひとりが

得意なことがあるということかと思いますし、それが結構、

強みなのではないかなということも感じま言。すいません、

ちょっと長くなりました。

岩織この点について、パネラーの方、もうよろしいです

か? ひととおりと発言をいただきましたか?

板富 (POSSE・ブラックバイトユニ才ン) 問題提起だけして

投げっぱなしだったので、ちょっと。僕5としてI~やっぱ

りその、職場の中で大学生だったDとか高校生とかが、ど

うやって民主主義を行使できるかっていうのはやっぱり具

体的な課題だと思っていて、それがなかなかできないって

いうことなんであれば、これはやっぱり労働運動が全然ダ

メだっていうことなのかな、と思って。僕たちとしてI~そ

れをもっと盛り上げていかなきゃいけないという乙とを強

く思っています。だか5その中で、実際、高校生だったり

とか大学生だったりが、労働組合に入って、団体交渉して、

職場を改善するということが続々と起きてる。その中で、

それを社会的にどんどん発信していって、学生とかでも立

内
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ち上がって会社を変えれて社会も変えれるんだ、と。さっ

き塾の話とかもしましたけれども、明光義塾の件なんかに

関しては、もうひとつの会社だけじゃなくて、その親会社

というか、そのフランチャイズの本部の会社も変えたし、

チェーン全体も変えたし、全国に 2200教室あるんですね。

明光義塾ひとつとっても。その全体を変えることができは

じめていますし、さらには業界全体に影響を及ぼしてると。

さ5には、そういった学生が立ち上がって、会社が変えれ

るっていうモデルを示すことで、そういうことが、むしろ

普通にできるんだなっていうことを知っても5いたいし、

それは知らせていくっていうことを、どんどん組合がやっ

ていかなきゃいけないと思ってるんですね。

どこまで言っていいのかがあるんですけど、関西学生ア

ルバイトユニオンとブラックバイトユニオンで、一緒に、

合同で団体交渉をやったっていうコンビ二の事件がありま

して、ちょっとあまり多くは語れませんけども、学生のア

ルバイトですね、ふたり、それぞれ相談が来たんですけど

も、どっちも同じコンビ、二の同じフランチャイズの会社で

働いていた人から別々に相談が来て、それが僕5の組合で

何か話レて、また別々に話してたら、あれ、何かそれ同じ

会社だね、みたいな話になって、聞いてみると実Iel:閉じ会

社だった。じゃあ一緒に合同団交やろう、みたいな形で、

関ユこさんと一緒に団体交渉して、労働協約まで結んだと

いう事件があります。これはもう来週、記者会見やります

けれども。これは大阪で労働組合が労働協約を結んで、し

かも学生の労働組合が労働協約を結んで解決したっていう

ケースとしてはたぶん初めてなんじゃないかなというふう

に思うんですね。昨日も埼玉サンクスのケースとかもあり

ましたけれども、そうやって全国で、学生が、若者が、そ

うやって立ち上がって会社にルールを作っていく。法律を

全然守5なかったような、本当に学生でも平気で使いつぶ

すような会社が、むしろ労働組合に、その学生が入って力

をつけることによって、もう会社に新しいルールを作って

しまえることができるんだということを、来週発表する予

定なんですけれども、そうし1った事例をどんどん発信して、

乙れは普通なんだというふうに、むしろ職場で民主主義を

行使するのが普通なんだと、ぜひ、それを常識にしていき

たいなと、僕たちは思っています。

岩城ありがとうございます。議論をまとめる方向という

か、最後の一巡ぐらいになるので、最後に、団体や分野、

世代を超えた連帯、今回のテーマなんですけども、そうし1

うものについてどんなお考えをお持ちかということを聞き

たいと思います。特に、今日は中高年の方も結構来てます

ので、中高年に対する注文もあれば、してもらった5、と。

頑固だとか、自分中心だとか、いろんな意見もあるかもな

ので、そういう中高年の人に対宮る注文ちしても5いたい。

それと、最後のまとめになりますので、社会を変えること

はできるのかということを最後に入れて、ひとりすつ言っ

ていただきたいと思います。最初にお話された順番の逆で、

今度はお願いしたいと思います。 AEQUITAS京都の橋口

さんか5お願いします。

橋口 (AEQUITAS京都) 世代聞の連帯ですね。それは全然

できるし、もう実際にあると思うので、それは可能だと、

実際にありますという感じだと思います。自分はちょっと

話を小難しくしてしまうかもしれませんけども、先ほど出

て面白し1なと思ったのはデモの文化ですね。デモの中にど

ういう音楽を使うかっていうところで、でも、そこで断絶

なり排除が起こってしまうというのは、日本の、って言っ

た5あれかもしれない、例えば歌が、歌い継がれている歌

があまりない、労働運動の歌が無いというところからもあ

るのかな、というふうに思いました。

あとは、まあ、自分も30代後半で、若者の立場か5話

せる立場じゃないので、そ乙は、はい。ただ、そうやって、

自分も若者の労働運動ということでやってきた壁を、何と

かこう、いわゆる労働者階級つてなかなか簡単にいかない

んですけども、そうし1ったところに少しでも広げられたら

な、というところでも、最賃の運動をやっているところが

あるので、必す上げますので、上げるようにがんばります

ので、今後ともぜひ注目してください。上がったら社会は

確実に変わると思ってやってますので、よろしくお願いし

ます。

融田 (ANTS) 連帯については、僕は全然大丈夫やと思い

ます。でもまあ、中で注意したいなと思うのは、こうある

べきや、って、僕5もそうやし、若い子5も、歳いった人も、

僕5もよう言われてきたんで、 fこんなん、乙う言るべき

やで-Jみたいな感じで、押しつけがましいようなことは

せんほうがええかなとは思うんです。自分らでやりたいよ

うに、だって自分5の友達とか誘ってやるほうが絶対楽し

いし、みんなもたぶん、乙の戦争法とかに関しては、みん

な戦争したくないやろう、とかっていうふうに思ってるん

で、そういうのは、いろんなやり方、あっていいと思うし、

その芯の部分で連帯してた5、十分、内容的には一緒につ

ながってるっていう意味になるんちゃうかなと思って、今。

それと、社会を変えれるかという乙となんですけども、

社会はすっと、悪いようにも良いようにも変わってると思

います。そやし、僕自体も変わりました。 3年前とか4年

前いうたら僕ホンマすーっとスケポーやったり、会社終

わった5遊びに行く、いう感じで、こういう運動に関わる

ようなこと、無かったです。そやけど、こうやってみんな

と関わって、いろんな人と取り組みするっちゅうことで、

なんか自分5で作っていけるよな、とか、そういうふうな

展望と希望というのを持たしたら、十分乙うやって社会変

える力になっていくと思いますんで、ぜひ、言うたら、そ

れで、なんかわか5んけど、すいません。全国で言うとこ

ろの、今度、野党が共闘しようっていうふうな形に、声が

ひろがっていってると思うんで、僕も変わったけど、僕が

もう他の人を変えたいっていう気持ちになってるんで、ぜ

ひ、ね、そういうふうなカっていうの、全然、若し1子51こ
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もあるし、語いった人51こも、十分あると思いま苛んで、

ぜひ、ね、この力、あれして、やって。はい。おわりでーす。

岩城次、簡潔に中村さん、お願いします。

中村 (SADL) 僕leI;社会を変えるということについてleI;、

絶対変えれると確信してま言。その気持ちだけは誰にも負

けるつもりはありません。ただし、僕5もそうで言けど、

別に年齢とか分野とか団体とか全然関係無く、これまでの

やり方で、とか、いつものメンバーで、とか、絶対そう

いうふうにやってた5、もう絶対変わ5ないと思います。

CHAT4VOTEっていうのを少し言Uましたけど、もう日

常で、いつも政治の話をしない人に、ちょっとそういう話

をしてみるというだけでも変わってくるんです。ただ、そ

れをすっとしてないとすっと変わ5ないんです。という、

ひとつひとつの、自分たちが日常で何ができるのかってい

うのを、絶対、僕も考えていきたいし、皆さんも考えていっ

てほしし、と思いま言。住民投票のときも、脱原発の運動が

できたときも、そうやって街の雰囲気leI;変わっていきまし

たんで、皆さんも、ひとりひとりが衝の雰囲気を変える行

動をしていって下さい。よろしくお願いします。ありがと

うございました。

岩城続いて寺田さん、お願いしま言。

寺田 (SEALDs関西} 世代聞の連帯に闘して、今、私たち

がまさに必死にやっているテーマで、この夏leI;若者が立ち

上がったぞー!みたいな感じでメディアにすごく大きく報

道されましたけど、でも、あのデモに来てる割合で言った

ら、そんなに若者って多いわけでl誌なくって、やっぱり杖

をつきながら、戦争を経験されたような世代の方が来5れ

ているわけで。その、いろんな世代の人たちが、いったん

ひとつになって、今回ばかりは野党が協力してくれるな5、

何党の候補であろうと推すぞっていうプレッシャーをかけ

ることができたら、かなり変わってくるなと思ったので、

ママの会とか学者の会とか、今まですっとされてきた総が

かりの、 9条の会、組合、労連みたいな、あんま詳しくな

いですけど、そういう人たちで全世代で協力して、市民連

合を作ろうっていうことで動いて、やっと関西も今月か、

市民連合ができたので、そういう動きを全国に加速させて

いきたいなと患っています。いろんなしが5みを超えて、

今、現政権がヤJ(I.，¥!っていう一点に立って、いろいろで

きた5いいなと思っているところです。

で、社会leI;変えられるか。変えれば変わると思いま言。

偉い学者の先生とかが『なぜSEALDsが社会を変えれな

いかJみたいことを、未来を予測してブログに論じてお5

れたり宮るんで9けど、やってみないとわか5ないし、な

ぜ変え5れないかみたなことを論じても、ほんとしようも

ないので、どうやったら変わるかっていうことをやって、

とにかくやってみるっていうことをすれば、少しすつ絶対

変わってくると思います。野党が協力するなんて、私も最

初l志全然想像して怠かったですし。でも、やってみればで

きるっていう乙とで、変わると思います。

岩城ありがとうございま言。では北出さん、お願いしま

す。

北出(地域労組おおさか青年部) 世代聞の連帯、分野の連帯

ということなんですけれども、これleI;当然、やっていかな

ければな5ないことだと思っていまず。あと、私どもも

年配の世代か5いろんなことを受け継いだ、勉強させても

5ったか5活動ができているわけで苦し、これleI;また下の

世代に受け継がせるというのが大切だと思います。あと、

どうしても世代闘で、要Zするに、生まれ育った世代や剛t

が違いま9か5、どうしても意気投合できない、行き違い

が生じることもあるんですけれども、それはやっぱり相手

のバックボーンを知るというのが大切でleI;ないかと思いま

言。こうあるべきだ、というんじゃなくて、相手のパック

ボーンを知り、そして人閣の弱さを受け入れるっていうの

が大切ではないかな。そういう意味では、ひとつのカラー

に染め上げるというのではなくて、まだ5模様でいいか5

多犠性を確保した組織、運動であることが必要ではないか

と思います。

そして最後、社会leI;変え5れるかっていうことなんです

けど、今の雇用の劣化であったり、民主主義や立憲主義が

危険な状態になっているっていうのも、時代が変わったか

5ではなくて、結局、政策カt変わったから、政治力t変わっ

たか5、人聞が変わっていったものですか5、乙れは人闘

が変えていく乙とができる、政治を変えれば変わっていく

ものだと、そういうふうに確信しています。

岩城関西学生アルバイトユニオンの北村さん、お願いし

ま言。

北村(関西学生アルバイトユニオン) ます世代問、あるいは

連帯という話で宮けれども、これは絶対に必要でずね。な

ぜな5人口比率が言でに中高年のほうカ唱し"¥1J'5です。で

あるならば、どういうふうに対応すべきかということです

けど、ひとつ端的に言うな51耳、失敗談を教えて下さいと

いう乙とです。みなさん成功の話はたくさんしていただけ

るんですけれども、失敗の話はなかなかしていただけない

と。しかしながら、どういうふうにすれば成功するかとい

うことは、歴史を振り返る、すなわち失敗した経験か5し

か学べないのではないかというふうに考えておりますの

で、とりわけ学生運動世代の皆さんに失敗の歴史を教えて

いただけた5なというふうに思っておりま言。

社会leI;変え5れるかという乙とですけれども、先ほども

言いましたように、良くも悪くも変わっています。毎日、

人leI;死ぬし、生まれているので、変わるわけなんですけれ

ども、であるな51示、どういうふうに、どういう方向で変

局
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えていく必要があるのかという乙とカt重要なのではないか

と思っております。僕個人の中で(ef;、ひとえに言えば、す

べての人が安心じて働き生活できる社会にすることだと思

いますので、そのためにどういうことをするのかは、皆さ

んでお話していけた5なと思っております。

岩城ちょっと、 SADLの中村さんがひとこと言い忘れ

たことがあるということなので。

中村 (SADL) 時間押してる中、申し訳ありません。 3月

21日に、関西市民連合の初めての街頭宣伝をやります。

SEALDs関西の紹介文の下のほうに書いてますけども、

3月21日月曜日の1時スタートで、梅田のヨドパシカメ

ラ前です。みなさん、来週月曜日で1すので、ぜひヨドパシ

カメラ前で会いましょう。よろしくお願いします。

岩域では最後に POSSEの坂倉さん、お願いします。

坂倉 (PDSSE・ブラックパイトユニオン) ます連帯というこ

となんですけども、実(ef;僕はもともと労働運動という観点

か5言うと、あまり上の世代を信用していなし1というのが

正直ありまして、というのは、もう本当に、最後なんで言っ

ちゃいま言けど、若者は労働運動に対して、ネガティブな

イメージがやっぱりあるわけです。今日も労働組合という

と何か怖い、みたいな話があったかと思いますけども、僕

もそう思っていたし、ます労働組合を自分がやることにな

るとは、とうてい10年前は思っていなかったです。なん

ですけれども、じゃあ若者でやろうと立ち上がっていくこ

とは重要だと思ってたんですけども、やっぱりそれだけで

は無理だなというのは、いろんな形でわかるようになって

きました。ますひとつは、若者が労働問題に取り組もうと

思ったときに、親との関わりとか、上の世代の関わりつて

1すごい重要になってくるんですよ。というのは、たとえば

すごくひどいブラック企業で働いている方が、もうこれは

裁判やるしかないですっていうふうに立ち上がろうとした

ときに、親か5止め5れた。何か、会社にそんな刃向かう

なんでよくないよ、というふうに言われてしまったってい

うケースがすごくあるんですよ。学生のアルバイトもそう

です。ブラックバイトで、もう本当に未払い賃金が40万

ぐ5いあって、その人はもう留年Zするという、本当にかな

りひどいケースだったんで雪ね。母子家庭で働いていたん

ですけど、これは本当にひどいか5絶対団体交渉やるべき

だと思って、ますはちょっと提案する前にます1回会わ

なきゃという乙とで、あまりにもひどすぎるから 1回会

いましようというふうにいったところ、当日来なかった。

写つぼかしてしまった。電話してみた5、お母さんか5そ

ういうのをやめてくださいというふうに言われましたと。

そうやって上の世代の方との意識の共遇というか、共有と

いうのがかなり重要であるということが経験上もやっぱり

あります。ブラック企業問題、ブラックバイト問題に取り

組んでいく中では、やはり最終的に立ち上がるのは若者

じゃなければいけないと思うんですけれども、やっぱり親

世代、上の世代との連携や理解というものがかなり重要に

なってくると思います。

最後に、社会(ef;変えられるかということなんですけども、

私たちはやっぱり労働問題で、徐々に変え5れつつあると

いうふうには思っています。しかも若者たちの意識が変

わっているということが結構大きし1かなというふうに思っ

ていま言。結局、ブラックバイトとかブラック企業という

乙とで、本当、高校生とか大学生か5もどんどん相談が来

る。うちの職場、おかしいか5変えたいです、みたいな相談、

たくさん多いんですね。それはやっぱり、いろんなデモと

かSEALDsとかもあって、ああいうのもあって、やっぱ

り若者(ef;声を上(16れるんだということを、本当にそれを

知ったという方なんかすごく多くて、それで自分も職場で

ますは声を上げてみたいという方がい5っしゃったりする

んですね。こういう中で、若者が立ち上がっていく。職場

でも街頭でも立ち上がっていくというふうな意識が今、広

がりつつある。乙れがやっぱり大きな希望なのかなとし1う

ふうに思っています。

岩城はい、ありがとうございました。それでは皆さん、

7団体の皆さんにお礼の拍手をよろしくお願いします。あ

りがとうございました。

清水それでは畳後に、『つどい宣言jというのを行いた

いと思いま言。では、 NPO法人働き方ASU-NETの定

永より、つどい宣言を行います。

定永読ませていただきます。一部省略させていただきま

す。

『本目、私たち(ef;、若者のおかれた現状を変革したいと

いう、わき上がる熱い思いをお閏きしました。『自分たち

の未来は自分たちで決める』という若者の強い声と、柔軟

でいて地に足を付けた取り組みには目をみはるものがあり

ます。海の向乙うか5も政治と雇用に異議を申し立てる若

者たちの声が聞こえてきています。平和と民主主義と暮5

しが危機にさ5されるとき、長い苦悩と道のりを切り聞い

てきた、社年、熟年世代の底力も捨てたものでl芯ありませ

ん。若者たちの、素直に思いを伝え合い、柔軟で壁を作5

ない運動の新しし可流れに学びなが5、すべての世代の人々

が語り合い、つながりあって、政治を変え、働き方を変え

て、この園の未来を切り開くために、ともに前に進みましょ

う。乙乙に本つどいの名において宣言します。 2016年3

月16日NPO法人働き方ASU-NET第24固つどいJ

清水ありがとうございました。本日は145名の方に参

加いただきました。誠にありがとうございました。また、

カンパとして合計52.919円いただきました。ご支援あり

がとうございました。以上をもちまして、本日のつどいを
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終了させていただきます。お気をつけてお帰りください。

誠にありがとうございました。資料の中に参加者アンケー

トという用紙が入っておりますので、ぜひご記入し1ただき

まして、後方にご提出ください。
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